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日医大基礎科学紀要 第 47号 (2018)

＜研究ノート＞

モンテカルロ法を使った席順決めと
経路の再重み付けについて

藤崎弘士1

On a Monte Carlo method for seating arrangement and path reweighting

Hiroshi FUJISAKI

1. はじめに

本稿では、二つの独立した話題について論じる。一つは学校の実験や小グループ
学習 (small group learning, SGL)などにおいて、モンテカルロ法を用いてどのよ
うに席順を決めるかという問題、もう一つは全く異なる話題だが、経路の再重み付
けを使ってレアイベントをサンプリングする問題である。
前者に関しては、著者の学内での実験実習において、そのようなアルゴリズムを
開発する必要に駆られたことが執筆の動機である。よって、このパートは研究ノー
トというよりは教育ノートの意味合いが強い。後者は著者の研究に関わることであ
る。レアイベント研究において、経路の重みを考えることが重要になるが、その再
重み付けに関して自分で考えを整理したいと考えた。基本的に新しいことは含まれ
ていないが、学部レベルでも理解できるような解説を試みている。またパスをサン
プルする問題（パスサンプリング）も広義のモンテカルロ (Monte Carlo, MC)法
と考えることができるので、モンテカルロ法に関する二つの話題と考えてもらって
もよい。そこで、モンテカルロ法に関する解説から始める。

1日本医科大学・物理学教室 Department of Physics, Nippon Medical School
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2. ϞϯςΧϧϩ๏ (Monte Carlo method)

࣓ੴを用いたモンテカルロ法の説໌はطに [1]で༩えられている。また一ൠ的な
教科ॻの説໌としては [2]などをࢀর。
ここでは͞らに؆ུԽした説໌を試みる。N のมをもつஔݸ (configura-

tion) (x1, x2, · · · , xN )を考える。これはԿでもよく、ྫえλンパΫ࣭を考える
なら、そのࢠݪの࠲ඪだと考えれよい。これをまとめて x = (x1, x2, · · · , xN ) と
ॻこう。࣍に、このஔの関E(x) を考える。これは物理的にはΤωルΪー関
であるが、ΤωルΪー的なものであれなΜでもよい。͞らにҎԼのようなパϥ
ϝーλ T をもつ֬分を考える。

P (x) ∝ exp {−E(x)/T} (1)

もしx1, x2, · · · , xNが࿈ଓมであるなら、あるࣄがx1+∆x1, x2+∆x2, · · · , xN+

∆xN のؒにੜىする֬は

P (x)∆x1∆x2 · · ·∆xN (2)

で༩えられるということである。これはʮΤωルΪーʯがߴいものはࢦ関的に
実ݱしͮらいということを意味する。実ࡍ、物理学の౷ྗܭ学という分では、Ϙ
ルπϚン分がこのܗをしており、T はઈରԹになる [2]。
この分を࡞りग़すための一つの的なख法がϞϯςΧϧϩ๏ (Monte Carlo

method)である [2]。そのためにはまͣモンテカルロ (MC)ムーϒというものを考
える。これはԾ的なN の動きであり、基本的にはԿでもよい（これがMCݩ࣍

法の強ྗ͞につながる）。ྫえ、あるஔxαからxβ にมԽͤ͞る֬は、それ
ͧれのஔのΤωルΪー Eα, Eβ をࢉܭして、Eα > Eβ であれ֬ 1でભҠ͞
ͤ、Eα < Eβ であれ֬

Pα→β = e(Eα−Eβ)/T (3)

でભҠͤ͞る。これだけのことで࠷ऴ的に্の分がಘられることが分かっている
[2]。ࣜ (3)では、2つのஔのΤωルΪーࠩEα−Eβ だけࢉܭできれよい。ただ
し、Eβ があまりにも大きす͗ると、その֬はࢦ関的に小͞い、つまり、リ
δΣΫト͞れてしまうので、いかにదなMCムーϒをબͿかというのは、実ࡍ
問題としては重要である。これは後の再重み付けでもࣅた問題がݱれる。
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3. ੮ॱܾめͷ

学校における席順決めは教һやࣄһにとって໘な問題の一つである。もͪΖ
Μ一ճりであれ、あいうえお順にฒれよいだΖう。しかし、ྫえ学͝ظ
とにฒํをมえたいとか、実験などでຖճ席順をมえたいということがある。そ
の合のやりやすく、ެฏなやりํはくじҾきもしくは͞いこΖによる決めํだΖ
う。つまり、ཚを使うということであり、これはモンテカルロ法のもっともૉ
なόーδϣンと考えることができる。しかし、席順が全にϥンμムになってしま
うとࠔる合もੜじる。
ྫえ、実験の異なる߲のテーϒルが あり、֤テーϒルにݸ12 6ਓͣつஔ
して、それを 12ճ実ࢪしたい合を考えよう。؆୯のため学ੜが 72ਓいると考え
る（それよりগなくてもよい）。すると、これは 72ਓに 1から 12のࣈをׂりৼ
る問題になる。ただし、֤テーϒルが 6ਓなので、ਖ਼֬には 1,1,1,1,1,1, 2,2,2,2,2,2,

· · · 12,12,12,12,12,12 を 72ਓにׂりৼる問題である。
ྫえ、ॳճは 72໘ମの͞いこΖをৼって（実ࡍには的に 1から 72の整

のཚをੜする）、1から 72൪までの学ੜに 1から 12のをׂりৼって
いけよい。しかし、2ճでこれをやると、1ճと 2ճでಉじ実験を܁りฦ
してしまう学ੜが発ੜする。学ੜは実験߲ 1から 12をॏෳͳ͘、12ճで実ࢪ
しなけれならない。つまり、全にϥンμムだとࠔるわけであり、ある੍݅
(constraint)のもとでϥンμムにならなけれならない。
そこで࣍のように考えよう。学ੜは 1から 12のࣈを࣋っているとする。これ

をϥンμムにΈସ͑Δ (permutation)のである。つまり、దにऔりだした学
ੜのࣈのྻがྫえҎԼのようになっている。実ࡍはこれが でฒΜでいるߦ72

3 9 5 12 1 8 11 2 4 6 7 10

わけである。しかし、これだと֤ྻをऔりだすと、テーϒルとצఆが合わなくな
る。つまり、֤テーϒルに 6ਓがいるきとこΖを、テーϒルによっては 7ਓҎ্、
5ਓҎԼになってしまう。それではよくない。
そこで、j ൪のྻをݟして、その߲が iであるを Cj(i)としよう。これ

がきっかり 6なら合がいい。しかし、そう合よくはいかないので、ここではΤ
ωルΪー関的に

λ(Cj(i)− 6)2 (4)
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というものをಋೖしよう。λ はదなਖ਼のである。実ࡍはこれを i, jに関して
をとって、それをΤωルΪー関とする。つまり、ҎԼである。

E =

12∑
j=1

12∑
i=1

λ(Cj(i)− 6)2 (5)

このΤωルΪーを用いて、ҎԼのようにࢉܭをਐめれよいということになる。

1. ྫえ、ॳظஔとして、すての学ੜが 1,2, · · · , 12 という߲のஔを
もつとする。

2. 1൪の学ੜから順に、ϥンμムに 2つの実験の順൪をબΜで、それͧれの
߲をೖれସえる。そのೖれସえたྻを j1, j2 としよう。

3. j1, j2 ྻで、ೖれସえ前と後のΤωルΪー (5)をࢉܭする。ただし、そのࡍ
は j に関するをする必要はない。

∑
i[(Cj1(i)− 6)2 + (Cj2(i)− 6)2] だけを

考えれよい。

4. 3. のΤωルΪーࠩを使って、モンテカルロ法のఆをߦう。これでೖれସえ
をアΫηプトするか、リδΣΫトするか決める。これを 72ਓの学ੜまで
。りฦす܁

5. 2.-4. をऩଋするまで܁りฦす。

ྫえ、λ = 3.0, T = 1.0 としたときのࢉܭの݁Ռがਤ 1 である。これから 130

MCステοプくらいで、ΤωルΪーが 0になることが分かる。これはきっかり 0に
なっているので、֤テーϒルに 6ਓという੍はʮ֬実にʯຬた͞れている。MC

法はཚを使うので、こういう੍がຬた͞れないようにࢥってしまうが、੍
݅をΤωルΪー関として՝ͤ、ͪΌΜと੍をຬたͤるのである。࠷ॳに学ੜ
のஔを 1,2,3, · · · , 12 としてから、MC法によって࠷ऴ的にಘられるஔの一ྫ
がਤ 2である（もͪΖΜ、ஔはཚのੜのํによってมわるので、ϢχーΫ
ではない）。
ଞのやりํについては、ྫえҎԼをࢀর（ʮ席順決め アルゴリズムʯでググれ
よい）。これらもなかなか໘നい。
https://www.yomiuri.co.jp/adv/chuo/education/20150507.html（८ճ܈）

4

దͳ正のͰ͋Δɻ



（5）

ਤ 1: 席順決め問題におけるʮΤωルΪーʯのMC法におけるਪҠ。ࠨਤはॳظの
関的にΤωルΪーが小͞くなっていることが分かる。ӈਤࢦ、発లでありؒ࣌
は後ظのؒ࣌発ల。MC ステοプが 130 あたりでΤωルΪーが 0になる。

http://www.jsise.org/taikai/2013/program/contents/pdf/G3-4.pdf（Ҩ
的アルゴリズム）
http://usi3.com/optimal-seat-allocation-at-banquet.html（理ܭը法）
またࣅた問題として、学ձなどのスέδϡーリングの問題がある。これに関して
は藤による解説 [3]をݟよ。

4. ύεαϯϓϦϯάͷ࠶ॏΈ͚ͷ

4.1. ύεαϯϓϦϯάͷجຊ

このઅでは前અと全く異なる話題、パスサンプリングの問題をѻう。著者はこの
話題に関していくつか解説をॻいている [4]が、ここでは࠷ݶ必要なことをまと
める。
パスサンプリングで重要となるのは、なΜらかの動ྗ学によってੜじた経路（パ
ス）にʮ重みʯがついていると考えることである。このことを考える্で、もっとも分

5
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ਤ 2: あるཚྻによってੜ͞れた࠷ऴ的なஔ。ΤωルΪーは 0になっており、
੍݅をຬたす。72ਓの 12ճ分の実験߲のスέδϡールにରԠする。

6
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かりやすいμイφϛΫスとして、ҎԼの強ຎࡲのϥンδϡόンํఔࣜ (overdamped

Langevin equation)を考える。

dx

dt
=

F (x)

ζ
+
√
2Dη(t) (6)

ここで F (x) はྗ、ζ はຎࡲఆ、D は֦ࢄఆであり、D = kBT/ζ という関
がある2。kB はϘルπϚンఆ、T はઈରԹである。η(t) は 〈η(t)η(0)〉 = δ(t)

（δ(t) はσΟϥοΫのσルλ関）をຬたすノイズ߲である。これを的に解く
ために、࠷も؆୯な Euler 法を使うと

xi+1 = xi +
F (xi)

ζ
∆t+

√
2D∆tRi (7)

となる。ここで ∆t はࠁؒ࣌み、Riはฏۉ 0分ࢄ 1のਖ਼ن（Ψス）分からҾ
かれるཚである。これによって t = n∆t までのμイφϛΫスをੜすると、そ
の֬は

exp

(
−

n∑
i=1

R2
i

2

)
(8)

となる。これは্のࣜを Ri について解いて、

Ri =
1√

2D∆t

(
xi+1 − xi −

F (xi)

ζ
∆t

)
(9)

として、これをೖしてもよい。このときはҎԼの Onsager-Machlup 用をఆ義࡞
して

S =

n∑
i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(10)

パスの重みは exp(−S/2D) となる。しかし、ここで意しなけれならないのは、
これは R1, R2, · · · を֬มとしたときの重みであるということである。実ࡍ、
われわれが؍ଌするのは経路 x1, x2, · · · であるから、これらのมでੵ分したと

2これは༳動ࢄҳఆ理とݺれ、ܥがฏߧঢ়ଶになるためにෆՄܽの݅である。

7
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きに重みは֨نԽ͞れていなけれならない。これはϑΝインϚンの経路ੵ分とಉ
じࣄである。そのときの prefactor まで含めた重みは

P (x1, x2, · · · , xn) =
1

(4πD∆t)n/2
exp

(
− S

2D

)
(11)

となる [2]。この prefactor は自༝な֦ࢄの分関としてग़てくるものの n で
ある。
μイφϛΫスがมわれこの重みのදࣜはมわるが（ྫえ、ऑຎࡲ (under-

damped)のϥンδϡόンํఔࣜのときなど）、基本的な考えはಉじである。よって、
この重みに基ͮいて༷ʑなをすることができる。パスの重みにԹレプリカަ
法をద用した論จとしては法やϋϛルトχアンレプリカަ [5, 6]をࢀর。

4.2. ϨΞΠϕϯτ

ҎԼではレアイベント (rare event)を考える。そのੜ物学的な意義などに関して
は [7]をࢀর。まͣ؆୯なモσルܥをௐたいので、ҎԼの 2つの҆ఆなঢ়ଶをも
つ、1ݩ࣍ϙテンγϟル関を考えよう (ਤ 3)。

V (x) = Eb(x
2 − 1)2 (12)

これは 2重Ҫށϙテンγϟルとݺれることもあり、x = ±1のとこΖが४҆ఆなঢ়
ଶである。また x = 0のとこΖにόリアがあり、ここをભҠঢ়ଶ (transition state)

とݺͿ。このϙテンγϟル関からྗをࢉܭすると、

F (x) = −dV (x)

dx
= −4Eb(x

3 − x) (13)

となる。これからࣜ (7)を使ってγϛϡレーγϣンすることができる。ॳظを
x = −1 としよう。すると、いまڵ味があるのは、どのようにࢁ（ભҠঢ়ଶ）をӽ
えるかということである。ここでԹがく、kBT < Eb となっているঢ়گを考え
る。これはయܕ的なレアイベントのঢ়گであり、γϛϡレーγϣンをߦっても、ي
ಓはまれにしかࢁをりӽえない。もしભҠঢ়ଶをりӽえるレートのみにڵ味が
ある合は、Kramers のࣜ [8]を使えよい。しかし、ભҠঢ়ଶをりӽえるパス
にڵ味があるとすると、్தのஔがどうなっているかということもりたい。し
かし、このঢ়گだとભҠঢ়ଶ付ۙのஔはϘルπϚン分で考えてもࢦ関的に
小͞い֬しか࣋たない。よって、ભҠঢ়ଶをࡉかくௐるためには、ॳظのஔ
においてࢦ関的にଟくཻࢠを用意しなけれならない。しかし、それをߦうの
は全く実ࡍ的ではない。

8
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ਤ 3: 2重Ҫށϙテンγϟル関。

4.3. ྗにόΠΞεΛ͔͚Δɺ͘͠はԹΛ্͛Δ

そこでܥをʮいじるʯことを考えよう。一つのやりํはόイアスをかけることで
ある。つまりμイφϛΫスをҎԼのようにมえる。

dx

dt
=

F (x) + Fext(x)

ζ
+

√
2Dη(t) (14)

όイアスྗ Fext(x) によって、ܥがλーήοトのঢ়ଶにかいやすくなれ、ભҠ
がՃ͞れる。
もしくはܥのԹを্͛る。Թは D にൺྫするパϥϝーλとしてೖっている

ので、それを D′ > D とมえてみる。

dx

dt
=

F (x)

ζ
+

√
2D′η(t) (15)

これによってもࢁをӽえる֬は૿えるので、ભҠがՃ͞れる。これは、ߴԹで
わͤる、temperatureߦඪにରするӡ動を࠲ஂू accelerated molecular dynamics

(TAMD) [9]とಉじ理۶である。
これらのमਖ਼͞れたμイφϛΫスを使え、ࢁをりӽえるيಓを࡞りग़すこと

は༰қになる。しかし、それらはもͪΖΜݩのμイφϛΫスとは異なる。そこで、
それをิਖ਼するために、パスの重みを׆用しよう。

9
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4.4. ύεͷ࠶ॏΈ͚

ભҠが༰қにおこるようなमਖ਼͞れたμイφϛΫスを実ߦした後に、ݩのμイφϛ
Ϋスにۙͮけるために重みをかけよう。これがύεͷ࠶ॏΈ͚ (path reweight-

ing)である。これについては [10]で؆୯に৮れているが、ここでは্の 2つのྫ
で۩ମ的に考えてみよう。
4.4.1. όΠΞεྗͷ߹

まͣόイアスྗの΄うだが、それがかかっているときのOM࡞用を S2 とし、ݩ
のOM࡞用を S1 としよう。すると、

S1 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(16)

S2 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi) + Fext(xi)

ζ

)2 ∆t

2
(17)

である。όイアスྗをかけてγϛϡレーγϣンはߦい、それをิਖ਼することを考え
ると、そのためには

exp(−S1/2D)

exp(−S2/2D)
= exp(−∆S/2D) (18)

∆S =
∑
i

Fext(xi)

ζ

[
Fext(xi)

ζ
+ 2

√
2D

∆t
Ri

]
∆t

2
(19)

という重みを͞らにかけれよい（このときはԹはมえないので prefactor はಉ
じであり、Ωϟンηルする）。これがόイアスྗの合の、パスの再重み付けҼࢠ
である。
4.4.2. ԹࠩΛ͚ͭΔ߹

Թをߴくしているときの࡞用を S2、ݩのԹの࡞用を S1 とする。このとき、
それͧれの֦ࢄఆは D2, D1 である。γϛϡレーγϣンはߴԹのときにߦってお
り、それを使って࡞用 S1, S2 をࢉܭすると、

S1 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(20)

S2 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(21)

10
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となって、S1 と S2 はಉじになってしまう。ではԿが異なるかというと、パスの
重みのࢦのݞの部分と、もう一つは prefactor ͷ෦である（ࣜ (11)をݟよ）。
このときにパスの重みのൺをࢉܭすると、

(
D2

D1

)n/2 exp(−S1/2D1)

exp(−S2/2D2)
=

(
D2

D1

)n/2

exp

(
−D2 −D1

2D1

∑
i

R2
i

)
(22)

となる。これがԹࠩをつけるときのパスの再重み付けҼࢠである。

4.5. ύεͷ࠶ॏΈ͚ͷྫ

ではࣜ (12)のϙテンγϟル関で、۩ମ的にパスの再重み付けを実ߦしてみよ
う。ॳظஔは x = −1 であり、ܥのサンプルを 10000 。用意するݸ
4.5.1. όΠΞεྗΛ͔͚Δ߹

のパϥϝーλはܥ Eb = 4.0, kBT = 1.0, ζ = 3.0,∆t = 0.003, n = 333 とする。
トーλルのؒ࣌は t = 1.0 である。このときはόイアスྗとして Fext = 3.0 とい
うఆのྗを考えよう。よって、ϙテンγϟル関のࢁはԼがるので、ࢁをえや
すくなるはͣである。
実ࢉܭࡍしてみると、t = 1.0 において x > 0 となる֬ P (x > 0, t = 1.0) は

brute force で Pbf = 142/10000, όイアスྗをかけると Pbias = 1284/10000, 再重
みつけをした後は Prw = 148/10000 となった。よって、όイアスをかけることで
֬は 10ഒۙくになるが、それが再重み付けでదਖ਼にิਖ਼͞れる (Pbf � Prw)こ
とが分かる。
4.5.2. ԹࠩΛ͚ͭΔ߹

のパϥϝーλはܥ Eb = 7.0, kBT = 1.0, ζ = 3.0,∆t = 0.003, n = 33 とする。
トーλルのؒ࣌は t = 0.1 である。このときԹを kBT

′ = 1.9 と্͛てࢉܭ
し、t = 0.1 において x > −0.5 となる֬ P (x > −0.5, t = 0.1) は brute force

で Pbf = 18/10000, Թを্͛ると Ptemp = 198/10000, 再重みつけをした後は
Prw = 18/10000 となった。よってこの合も、Թࠩをつけることで֬は 10ഒ
ۙくになるが、それが再重み付けでదਖ਼にิਖ਼͞れる (Pbf � Prw)ことが分かる。

5. ύεͷ࠶ॏΈ͚ͭにؔ͢Δల

パスの再重みつけに関しては、ۙ࠷いくつか論จがग़ている [11, 12, 13]。どの
合もレアイベントをいかにޮよくサンプリングできるかという問題を考えてお
り、再重みつけがݪ理的には work することがࣔ͞れている。

11
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しかし、問題もある。もっとも問題なのはこれがܥݩ࣍、ؒ࣌のμイφϛ
Ϋスにしか使えないということだΖう。ࣜ (18), (22) をݟれ分かるように、ؒ࣌
が૿える、つまり nが大きくなると、これらのҼࢠはࢦ関的に小͞く（もしく
は大きく）なってしまう。また、自༝が大きけれ、それらについてのもࢉܭ
に含まれるので、まͣます小͞く（大きく）なる。
るݟのμイφϛΫスをۭؒݩ࣍の問題に関しては、なΜらかの意味でੑݩ࣍
か、もしくはパスの再重み付けのࡍにۭؒݩ࣍ߴのޮՌがΩϟンηルするようなঢ়
を考えれよい。前者に関しては、temperatureگ accelerated molecular dynamics

(TAMD) [9]を考えると、これはݩ࣍のߴԹのμイφϛΫスなので、্のԹࠩを
つける合でରԠできるだΖう。もしくは、multiscale enhanced sampling (MSES)

のパス൛ [6]を考えれ、ૈࢹԽ͞れたパスとৄࡉなパスのࠩޡが重みにೖってく
るので、これはૈࢹԽモσルの自༝でスέール͞れることになる。また、重み付
きアンサンϒル (weighted ensemble)法 [14] では、ஔに重みがついているが、こ
れをՃͤ͞るときに্のアイσアを使ってもいいかもしれない。
の問題に関してはしいが、্の重み付きアンサンϒル法やϚイルストーンؒ࣌
法のようにूஂ࠲ඪۭؒを۠るํ法でରॲするのが一つのやりํだΖう。そうす
れؒ࣌をあるఔ۠ることになるので、ؒ࣌のμイφϛΫスをえよいこ
とになる。
ँࣙ 稿をಡΜでいただき、༗用なίϝントݪには（大学ۀژ౦）ࢯਉాݹ

をいた。ここでँײいたします。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ݙจߟࢀ

[1] 藤崎弘士, ౷ྗܭ学に基ͮくࡉ๔μイφϛΫスのࢉܭख法について, 日本医科
大学基礎科学紀要, 45, 29–50 (2016).

[2] Daniel M. Zuckerman, Statistical Physics of Biomolecules: An Introduction,

CRC Press (2010); ༁は、藤崎弘士・藤崎ඦ合༁、ੜମ分ࢠの౷ྗܭ学ೖ
、ڞ立ग़൛ (2014).

[3] ,ܙ藤 学ձプログϥムฤの自動Խを強࣓ੑϙοπܕで実ݱ, 日本
物理学ձࢽ, 73(4), 227–229 (2018).

[4] 藤崎弘士, 分ܥࢠにରするパスサンプリングについて, 分ࢠγϛϡレーγϣン
研究ձձࢽ:アンサンϒル, 16(1), 8-15 (2014).

12

molecular



（13）

[5] H. Fujisaki, M. Shiga, A. Kidera, Onsager-Machlup action-based path sam-

pling and its combination with replica exchange for diffusive and multiple

pathways, J. Chem. Phys. 132, 134101 (2010).

[6] H. Fujisaki, M. Shiga, K. Moritsugu, A. Kidera, Multiscale enhanced path

sampling based on the Onsager-Machlup action: application to a model

polymer, J. Chem. Phys. 139, 054117 (2013).

[7] 藤崎弘士, ੜମ分ࢠにおけるレアイベントの୳ٻ, ੜ物物理 57(1), 40–41

(2017).

[8] 藤崎弘士, 分ܥࢠにおけるભҠ・Ԡレートのࢉܭ法について I, 分ࢠγϛϡ
レーγϣン研究ձձࢽ:アンサンϒル, 17(1), 55–61 (2015).

[9] L. Maragliano, E. Vanden-Eijnden, A Temperature Accelerated Method for

Sampling Free Energy and Determining Reaction Pathways in Rare Events

Simulations, Chem. Phys. Lett. 426, 168–175 (2006).

[10] 藤崎弘士, ੜମ分ࢠにおけるレアイベントサンプリング : Onsager-Machlup

,法ํࢉܭ用を用いた࡞ 理解ੳ研究ॴߨ究, 2028, 38–48 (2017).

[11] L. Donati, C. Hartmann, B.G. Keller, Girsanov reweighting for path ensem-

bles and Markov state models, J. Chem. Phys. 146, 244112 (2017).

[12] G. Grazioli, I. Andricioaei, Advances in milestoning. I. Enhanced sampling

via wind-assisted reweighted milestoning (WARM), J. Chem. Phys. 149,

084103 (2018).

[13] S. Takayanagi, Y. Iba, Backward Simulation of Stochastic Process using a

Time Reverse Monte Carlo method, arXiv:1708.08045.

[14] H. Fujisaki, K. Moritsugu, A. Mitsutake, H. Suetani, Conformational change

of a biomolecule studied by the weighted ensemble method: Use of the dif-

fusion map method to extract reaction coordinates, J. Chem. Phys. 149,

134112 (2018).

13

（ड付日ɹฏ 30 9݄ 30日）

（ड理日ɹฏ 30 9݄ 30日）

14

（ड付日ɹฏ 30 9݄ 30日）

（ड理日ɹฏ 30 9݄ 30日）

14



（1�）



（15）ຊҩՊେ学ૅجՊ学لཁɹୈ �� ߸（��1�）

ʪڀݚϊーτʫ

認知症介護家族のための心理教育プログラム START
（STrAtegies for RelaTives）の紹介
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Introduction	to	a	psychoeducational	program	“START”	for	family	
caregivers	with	people	living	with	dementia

Masami	KASHIMURA1Tomoya	KAWANISHI�Mari	:AMASHITA3
:oshitaLa	KAWASHIMA�ALiLo	ISHIWATA5

Amane	TAT&NO�ToshiaLi	NOMURA13

1.　はじめに

ฏ成 3� ൛ࣾྸߴձനॻにΑΕɺΘ͕ࠃの૯ਓޱにめΔ �5 のޱҎ上ਓࡀ
ׂ߹ ����� にୡ͠て͓Γ（ֳ，��1�）ɺੈքにલྫのͳい͞ͰྸߴԽ͕
ਐΜͰいΔɻ͜のٸͳྸߴԽɺͦ͠てੈքతにτοプクラスのणࠃͰ͋Δ
ຊ๊͕͑Δのͻとつにɺ認知症͕͛ڍΒΕΔɻྸߴԽにいɺ認知症༗ප
ऀ૿ՃのҰ్を୧って͓Γɺ��1� ࣌Ͱશࠃに͓Αͦ ��� ສਓとਪܭ

1	 ຊҩՊେ学ҩྍ心理学教ࣨɹDepartment	of	Medical	1sychology	Nippon	Medical	School
�	 ໐教育େ学େ学Ӄ学ߍ教育ڀݚՊɹ(raduate	School	of	&ducation	Naruto	University	of	
	 &ducation
3	 ଂখਿපӃ͙֗Δみ認知症૬ஊηンλーɹNippon	Medical	School	Musashi	Kosugi	Hospital	

Dementia	Centre
�	 Neuropsychopharmacology	of	ηンλー）Departmentڀݚਫ਼ਆ・ਆ経ҩྍཱࠃ	National	
	 Centre	of	Neurology	and	1sychiatry
5	 ຊҩՊେ学େ学Ӄҩ学ڀݚՊਆ経Պ学）Department	of	Neurological	Science
	 	(raduate	School	of	Medicine	Nippon	Medical	School
�	 ຊҩՊେ学ਫ਼ਆҩ学教ࣨ）Department	of	Neuropsychiatry	Nippon	Medical	School
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͞ΕていΔɻ͞Βにɺ͜の૿Ճ向ޙࠓଓ͘ݟ௨͠Ͱ͋Γɺ���5 に ���
ສਓにٴͿと͞ΕていΔ（ްੜ࿑ಇল，��15）ɻ

Θ͕ࠃの認知症にؔ͢Δࠃ家ઓུと͠てɺ��15 にްੜ࿑ಇল͔Βൃද͞Ε
たʮ৽ΦϨンδプランʯ͕͋Δ（ްੜ࿑ಇল，��15）ɻ͜のプランͰɺ認知症
のීൃܒ・ٴにとͲ·Βͣɺ༧ɺྍ࣏ࢧԉのための۩ମతͳରࡦを͜͏ߦと
をٸと͢Δ � つのࢦ͕ఏ͞ݴΕていΔɻ·たͦのͳ͔Ͱɺʮ認知症のਓの介
護ऀへのࢧԉʯʮ認知症のਓͦの家族のࢹの重ࢹʯͳͲɺ認知症のਓຊਓに
Ճ͑て家族のࢹを重͠ࢹͳ͕Βࢧԉを͏ߦඞཁੑ͕ࣔ͞ΕていΔɻ࣮ࡍɺ認知
症ຊਓͩけのͰͳ͘ɺͦの家族にେ͖ͳӨڹをたΒ͢ɻಛにΘ͕ࠃ
Ͱɺ認知症の家族成һのओたΔ介護ऀとͳΔのऀۮͦのࢠͲɺଙɺ
族ͳͲ家族͕த心Ͱ͋Γɺ介護อ੍ݥのಋೖにΑって介護のࣾձԽ͕ਪ͠ਐめ
ΒΕていΔࡏݱに͓いてɺͦの向͞΄ͲมΘっていͳいɻ

認知症の家族成һを介護͢Δ家族（Ҏ߱ɺ認知症介護家族）にɺ介護にΑっ
て心にωΨティブͳӨٴ͕ڹΜͰいΔ͜と͕༷ʑͳઌڀݚߦにΑって໌Β͔
に͞ΕていΔ（e�g�	Schul[	et	al�	1��5�	Schul[	�	Beach	1���）ɻ͔͠͠ɺଟ͘の
ҩྍैऀࣄのؔ心認知症のऀױにू·Γɺにಉ席͢Δ家族に͕向͖に
͘いとචऀΒ͑ߟΔɻ介護家族に介護の࣭にӨ͏͠ڹΔΑ͏ͳ݈߁ঢ়ଶの
ѱԽ͕みΒΕて͓Γɺ介護家族͑ݟͳいऀױͰ͋Δとい͑Δ（Adelman	et	al�	
��1�）ɻ

͜͏͠たࣾձతঢ়گにର͠てɺ認知症介護家族の๊͑Δ介護スτϨス介護ෛ
୲のܰݮのためɺݸผ·たूஂࣜܗの心理ࣾձతͳ介ೖプログラム͕Ԥभถ
をத心に։ൃ͞Εて͖ていΔɻͦのଟ͘ɺ介護家族に認知症介護スτϨスࠃ
にؔ͢Δ正͠い知ࣝ・ใをఏ͠ڙɺৗੜ׆に͓けΔࠔΓ͝とのରॲを学習
͠ɺ࿅習を͜͏ߦとͰ介護家族の๊͑ΔスτϨスをࣗͰϚωδϝンτͰ͖Δ͜
とを͢ࢦ心理教育తͳプログラムͰ͋Δ（樫村，��1�）ɻւ֎Ͱ介ೖプログ
ラムのޮ果͕࣮ূ͞Εɺଓʑとใ͞ࠂΕていΔҰํɺΘ͕ࠃͰ認知症介護家族
をରと͠た介ೖプログラムの։ൃとޮ果の࣮ূతͳݕ౼͕ѹతにෆ͠て
いΔɻͦ͜ͰຊߘͰɺӳࠃͰ։ൃ͞Εɺ介護家族のスτϨス介護ෛ୲のվ
ળɺܰ͞ূ࣮͕ݮΕた介ೖプログラムͰ͋Δ“STrAtegies	for	RelaTives（Ҏ߱ɺ
START）”の֓ཁを紹介͢Δɻͦ͠てɺݧࢼతに࣮͠ࢪたҰྫࣄのཁをใ͠ࠂɺ
START プログラムの՝ޙࠓのలについてड़Δ（ຊޠ൛ START をҎ
߱ɺSTART�J とද͢هΔ）ɻ
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2.　プログラムの特徴

START ϚχϡΞルϕースのߏԽ͞Εた介ೖプログラムͰ͋Γɺ� ճのηο
γϣンͰߏ成͞ΕΔ（ද 1）ɻݪଇと͠てηογϣン 1 ͔Β順にਐめΔɻつ·Γɺ
のઃఆɺͦ͠てऔΓΉ༰͕ఆめΒΕていΔɻプロؒ࣌ɺؒظΔճɺ͢ࢪ࣮
グラムの࣮ऀࢪ༻とࢀՃऀ༻にͦΕͧΕϚχϡΞルテΩスτ͕༻ҙ͞Εて͓Γɺ
テΩスτを༻いͳ͕ΒηογϣンをਐめΔ 1ɻࢀՃऀ͕テΩスτを༧習͖͔͢
Ͳ͏͔についてɺࣄલにಡΜͰ͓いたํ͕વਐߦスムーζにͳΔ͕ɺ介護
家族のଟ͞ࢀՃへのモνϕーγϣンのఔ༷ʑͰ͋Δためɺඞͣ͠༧習
をڧいΔඞཁͳいɻ༧習を͠ͳいࢀՃऀ͕いΔ͜とを౿·͑ɺ࣮ऀࢪと
͠てऔΓ上͛Δ͖重ཁͳՕॴをࣄલにߜΔͳͲの४උ͕ඞཁͰ͋Δɻ֤ηο
γϣンの࣮ؒ࣌ࢪ͓Αͦ �� ʙ �� と෯͕͋Δ͕ɺ࣮ࢪঢ়گにԠ͡て͞Βに
͘ɺ͘͘͠Ͱ͖Δɻ֤ηογϣンにຖճҟͳΔϦラクηーγϣン法͕
紹介͞Εて͓ΓɺηογϣンͰ࣮ऀࢪとҰॹに࿅習を͏ߦɻ֤ηογϣンͰɺ
લճのϗームϫーク � のৼΓฦΓɺ৽͠いηογϣン༰の紹介ɺ৽͠いϦラク
ηーγϣン法の紹介と࿅習ɺ࣍ճ·Ͱのϗームϫークの֬認とい͏ྲྀΕͰਐ͢ߦ
Δɻ

Livingston	et	al�（��13）のランμムԽൺֱݧࢼにΑΕɺ認知症のਓのओた
Δ介護ऀͰ͋Δ家族 1�3 ໊（ঁੑ ��ˋɺऀۮɿࢠɿͦのଞʹ 3ɿ3ɿ1）を
ରに 1� ʙ 1� िのؒظͰ START を࣮͠ࢪた݁果ɺରর܈（௨ৗαーϏス܈）
とൺֱ͠て START 介ೖ܈Ͱෆ҆͏つ症ঢ়ɺੜ׆の࣭ͳͲに༗ҙͳվળ
͕みΒΕたɻSTART 介ೖ܈に͓いてɺશ � ηογϣンを͠たׂ߹શମの
͓Αͦ � ׂͰ͋ったɻ介ೖにΑΔޮ果 � ϱ݄ޙのϑΥローΞοプ࣌に࣋ଓ͠
て͓Γɺ͞Βにͦの介ೖऴ͔ྃޙΒ �� ϱ݄ޙのظϑΥローΞοプͰؾ
のվળޮ果͕࣋ଓ͠ていた（Livingston	et	al�	��1�）ɻඅ༻ରޮ果の໘Ͱɺ௨
ৗྍ࣏とൺて START の࣮ࢪ༏ΕていΔ͜とࣔ͞ΕていΔ（Knapp	et	al�	
��13�	Livingston	et	al�	��13	��1�）ɻӳࠃに͓いてɺSTART 認知症介護家族

1	 START�J ϚχϡΞルɺຊҩՊେ学ҩྍ心理学教ࣨの教ࣨ紹介ϖーδにてμンローυ͕
ՄͰ͋Δ（ࡏݱ ver�3��）ɻϫークγーτに使いに͘͞を͡ײた߹ɺແ理͠て使͏ඞཁͳ
͘ɺ֤ࣗͰ使い͢いΑ͏にम正͠たのを使༻͢Δ͜とͰ͖Δ（https:��www�nms�ac�Kp�
college�schoolroom�LisoLagaLu�shinrigaLu�@�15��html）ɻ

�	 ηογϣンͰ͠߹った͜とをࢀՃऀのମݧを௨͠て֬認͠てΒ͏࡞業の͜とɻ಄Ͱ理ղ
͢ΔͩけͰͳ͘ɺ࣮ のதͰ学ΜͩスΩルを࣮ફ͠ɺޮ׆のੜࡍ 果を͢ূݕΔ͜と͕重ཁͰ͋Δɻ



（1�）

をରと͠た༗ޮͰඅ༻ରޮ果の༏Εた介ೖプログラムと͠てධՁ͞Εて͓Γɺ
ྟচ心理士Ξυϛラルφース（認知症ઐ護ࢣ）をରと͠たτϨーχング
ίース͕සճに։͞࠵ΕΔͳͲɺプログラムのී͕ٴਤΒΕていΔ（Lord	et	al�	
��1�）ɻ

ҎԼɺSTART�J の֤ηογϣンについて֓આ͢Δɻ
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え

る
。

そ
の

行
動

が
出

現
す

る
状

況
や

、
そ

の
結

果
に

つ
い

て
家

族
と

話
し

合
う

。
呼
吸
法

（
フ
ォ
ー
カ
ス
ブ
レ
ス
）

家
族
の
行
動
記
録

（
状
況
-行

動
-反

応
）

セ
ッ

シ
ョ

ン
3

行
動

計
画

を
立

て
る

ホ
ー

ム
ワ

ー
ク

結
果

に
基

づ
き

、
引

き
金

と
反

応
で

変
え

ら
れ

そ
う

な
要

因
が

な
い

か
ど

う
か

を
家

族
と

検
討

す
る

。
家

族
が

い
つ

も
と

る
行

動
パ

タ
ー

ン
と

は
異

な
る

パ
タ

ー
ン

に
挑

戦
し

て
み

る
。

フ
ィ
ジ
カ
ル

グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

引
き
金
、
い
つ
も
の
行
動
パ
タ
ー
ン

を
変
え
る
（
引
き
金
-行

動
-反

応
）

セ
ッ

シ
ョ

ン
4

行
動

戦
略

と
考

え
の

見
直

し
新

た
に

標
的

と
す

る
困

っ
た

行
動

の
同

定
、

戦
略

の
見

直
し

。
考

え
と

気
持

ち
の

つ
な

が
り

を
理

解
し

、
見

方
を

変
え

る
と

気
分

が
変

わ
る

こ
と

を
学

ぶ
。

イ
メ
ー
ジ
法

（
草
原
と
川
の
風
景
）

行
動
パ
タ
ー
ン
の
見
直
し

考
え
直
し
の
練
習

セ
ッ

シ
ョ

ン
5

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

パ
タ

ー
ン

受
身

的
、

攻
撃

的
、

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

の
3種

類
の

パ
タ

ー
ン

の
紹

介
。

相
手

に
上

手
に

物
事

を
伝

え
る

方
法

、
物

忘
れ

の
あ

る
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

コ
ツ

を
学

ぶ
。

瞑
想

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
伝
え
方

セ
ッ

シ
ョ

ン
6

将
来

に
向

け
た

計
画

公
的

サ
ー

ビ
ス

な
ど

、
家

族
が

利
用

可
能

な
社

会
資

源
に

関
す

る
情

報
提

供
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
の

探
索

。
一

人
で

抱
え

込
ま

な
い

こ
と

の
重

要
性

を
説

明
す

る
。

イ
メ

ー
ジ

法
（

海
の

見
え

る
風

景
）

テ
キ
ス
ト
の
復
習

家
族
と
の
話
し
合
い

セ
ッ

シ
ョ

ン
7

楽
し

い
活

動
と

気
分

の
関

係
気

持
ち

と
行

動
の

つ
な

が
り

を
理

解
す

る
。

介
護

中
心

の
生

活
で

は
な

く
、

介
護

家
族

が
楽

し
め

る
活

動
、

認
知

症
の

家
族

と
一

緒
に

楽
し

む
活

動
な

ど
を

同
定

し
、

挑
戦

す
る

。
ス

ト
レ

ッ
チ

行
動
実
験

楽
し
め
る
活
動
に
取
り
組
む

セ
ッ

シ
ョ

ン
8

こ
れ

か
ら

も
ス

キ
ル

を
使

い
続

け
る

た
め

に

こ
れ

ま
で

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
振

り
返

り
。

で
き

て
い

る
と

こ
ろ

・
で

き
て

い
な

い
と

こ
ろ

の
同

定
。

こ
れ

か
ら

予
想

さ
れ

る
困

難
を

話
し

合
う

。

イ
メ

ー
ジ

法
（

山
小

屋
の

風
景

）
振
り
返
り
・
ス
キ
ル
の
継
続

注
）
樫
村
（
2
0
1
8
）
か
ら
抜
粋
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3.　プログラム内容

セッション 1 ストレスと健康について
プログラムのશମߏを؆୯に紹介͠ɺプログラムのతと༰についてઆ໌

͢Δɻηογϣン͝とに༻ҙ͞ΕていΔϗームϫークについてઆ໌をߦいɺϗー
ムϫークのత࣮ࢪの重ཁੑについて͠߹いɺࢀՃऀのԠを͏͔͕いͳ͕
ΒモνϕーγϣンのධՁを͏ߦɻॳճͰɺ認知症介護スτϨスɺͦ͠てײ
とߦಈのつͳ͕Γにؔ͢Δ心理教育を͏ߦɻ·たɺࢀՃऀ͕͢ࢹΔ認知症の
ਓのߦಈ症ঢ়ɺ͋ΔいࢀՃऀ๊͕ࣗ͑ΔをϦスτԽ͠ɺ� ճの͏ͪに
औΓΉ͖՝をେ·͔にఆめɺඪઃఆを͏ߦɻϚχϡΞルのใྔଟい
ためɺ͢てಡみ上͛ͳ͕ΒਐめΔΑΓɺ介護家族のੜ׆の༷ࢠを֬認͠ͳ͕
ΒɺのྲྀΕにԊってϙインτをߜってϚχϡΞルの༰に৮ΕΔとΑいɻ͜͜
Ͱهೖ͢ΔのϦスτについてɺޙのηογϣンͰい͘ΒͰՃ͢Δ͜と
͕ՄͰ͋Δɻࡏݱੜ͡ていΔの͏ͪɺԿをͲ͏͠たいとΜͰいΔの͔ɺ
Ճࢀに͓けΔ࣌ݱՃऀのχーζを໌Β͔に͢ΔためのηογϣンͰ͋Γɺࢀ
ऀのプログラムにର͢ΔモνϕーγϣンのఔをධՁ͠て͓͖たいɻ

ηογϣン 1 Ͱ͏ߦϦラクηーγϣンɺ“γグφルブϨス”とݺΕΔٵݺ
法とےஎ؇法をみ߹ΘͤたのͰ͋ΔɻΏっ͘Γଉをٵいͳ͕Βମの෦（खɺ
ɺ٭ɺݞɺإの順൪Ͱ）のےをۓுͤ͞ɺΏっ͘Γଉをు͖ग़͢ࡍにےの
ճのηογϣン·Ͱにຖগͳ͘とҰճ࣍ு؇めΔとい͏ํ法Ͱ͋Δɻۓ
࿅習͠ɺγグφルブϨスのޮ果を͢ূݕΔɻ

ηογϣン 1 のϗームϫークɺ認知症の家族͕ࣔ͢ߦಈにΑってੜ͡ΔࢀՃ
ऀのײのه（ߦಈのه）とɺγグφルブϨスの࿅習Ͱ͋Δɻ
セッション 2 行動の理由

લճのϗームϫークをৼΓฦったޙɺʮҾ͖ۚʵߦಈʵԠʯの࿈を紹介͠ɺ
ϚχϡΞルに͞ࡌܝΕたྫࣄࢀՃऀの࣮ࡍのΤϐιーυを༻いͳ͕Βɺਓؒの
ಈにɺҾ͖ۚとͳΔ͖っ͔けߦ理について学Ϳɻ認知症の家族͕ࣔ͢ݪಈߦ
ग़དྷ͕ࣄઌ͠ߦてଘ͠ࡏて͓ΓɺͦΕにΑってҾ͖͜͞ىΕΔɻͦの家族のߦಈ
にର͠てपғのਓԿ͔͠ΒのԠを͠ていΔ͜と͕ଟいɻྫ͑ɺ認知症のਓ
͕ಉ͜͡とを܁Γฦ͠ฉいて͘Δ͜とにର͠てɺౖΓͰԠ͢Δ介護家族ޱ
をܹԽͤ͞て͠·͏͔͠Εͳいɻ·たɺ認知症のਓ͕ෆ҆をղফ͠Α͏とࣔ͢
҆શߦಈに介護家族͕ຖճԠ͡て͠·いɺ҆શߦಈ͕ڧԽ͞ΕていΔՄੑߟ
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͑ΒΕΔɻࢀՃऀ͕ࠔࡏݱっていΔ認知症のਓのߦಈをৄࡉにみてい͘とɺಛఆ
のؒ࣌ॴɺঢ়گͰͦのߦಈ͕ੜ͡ていΔとい͏ύλーン͕͑ݟて͘Δɻ·たɺ
認知症のਓ͕ࣔ͢ߦಈにɺࢀՃऀͰ͋Δ介護家族͕ීஈͲのΑ͏にԠ͠ていΔ
͔についてɺいつ܁Γฦ͞ΕΔύλーン͕͑ݟて͘Δɻηογϣン � Ͱɺ
ͦ͏͠たҰ࿈のྲྀΕにมԽを͜͢͜ىとͰͳ͘ɺ͋͘·Ͱ؍にओ͕؟ஔ͔Ε
Δɻ

ηογϣン � のޙ࠷Ͱɺ৽͠いٵݺ法Ͱ͋Δ“ϑΥーカスブϨス”を紹介͢
Δɻ͜のٵݺ法ΏったΓと͠たٵݺにҙࣝをूதͤ͞ɺٵݺのプロηス（ଉを
Ͳ͡ײΘΕたଉ͕ഏ͓ෲをΒ·ͤΔٵΔ͔ɺ͡ײɺඓを௨ΔଉをͲ͏͏ٵ
͏͔ɺଉをు͘ࡍにΒΜͩഏ͓ෲ͕ҤΉ͡ײͲ͏͔ͳͲ）をຯΘ͏ɻٵݺ
Ҏ֎の͜とͣ͑ߟにٵݺにҙをूதͤ͞Δ༷ɺいΘؾҳΒ͠のҰछͰ͋
Δとい͑Δɻෆշにͤ͞ΒΕΔΑ͏ͳग़དྷࣄに͔Γを向けΔのͰͳ͘ɺ
ࣗのにࠓੜ͡ていΔٵݺのྲྀΕにҙをूதͤ͞Δ͜とͰɺෆշͳࣄ͔Β
ҙ͕ҳΕɺͪ࣋ؾのΓସ͑をਤΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ

ηογϣン � のϗームϫークɺࣗͰ͜ىっていΔߦಈのҰ࿈のྲྀΕについ
てɺϚχϡΞルに͋Δʮߦಈのهγーτʯを༻いてه͢Δ͜とɺͦ ͠てϑΥー
カスブϨスの࿅習Ͱ͋Δɻߦಈのύλーンのൃݟについてɺηογϣン 3 の
಄に࣮ऀࢪとҰॹにߦってΑいɻ
セッション 3 行動計画を立てる

લճのϗームϫークのৼΓฦΓ͔Β։࢝͠ɺߦಈの݁؍果を֬認͢Δɻͦ͠
てηογϣン 3 ͰɺࢀՃऀ͕ม͑たいと͏ࢥ認知症の家族͋ΔいࢀՃऀࣗ
のߦಈをಛఆ͠ɺҾ͖ଓ͖ʮҾ͖ۚʵߦಈʵԠʯの࿈に͖ͮجɺ認知症のਓ
のߦಈにର͢Δ介護家族のԠ͕ɺ֘ߦಈを࣋ଓ͘͠ѱԽͤ͞て͠·って
いΔとい͏॥のՄੑをݕ౼͢ΔɻҾ͖ۚをม͑ΔためにՄͳڥௐに
Կ͕͋Δ͔ɺ͋Δい介護家族͕ීஈとҟͳΔԠύλーンを͢Δと͠たΒԿ͕
Ͱ͖ͦ͏͔ͳͲを͠߹͏ɻྫ͑ɺޱ介護家族͕認知症のਓのߦಈを൷
͢Δ͜とͰੜ͡ていΔ͔͠Εͳいɻ·たɺ認知症のਓのࠔったߦಈಛఆの࣌
ؒとॴͰੜ͡ɺ介護家族のઌճΓߦಈにΑって࣋ଓ͠ていΔ͔͠Εͳいɻ͜
͏͠たݕ౼にՃ͑ɺ認知症のਓのߦಈをม͑Δ͜と͠い͕ɺҾ͖ۚ（
み）と介護家族のԠ（ҟͳΔରԠへのνϟϨンδ）ม͑ΒΕࢼௐのڥ
Δ͜とɺͦ͠て認知症のਓの·͠いߦಈڧԽ͠て·͘͠ͳいߦಈڧԽ͠
ͳい͜とについてɺ心理教育を͏ߦɻ
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ηογϣン 3 Ͱɺ৽͠いϦラクηーγϣン法Ͱ͋Δϑィδカル・グランディ
ングを紹介͢Δɻ͜のํ法ͰɺಋೖのࡍにϦラοクスঢ়ଶを࡞Γɺͦのޙख
の֮ײを͡っ͘ΓຯΘ͏ɻのࢦઌの֮ײにҙࣝを向けたΓɺࣗの࠲ってい
ΔҜࢠのલに͋Δテーブルの࣭ࡐをखͰຯΘったΓ͢Δ͜とͰɺࢀՃऀのҙ
ࣝをࡏݱࠓのମݧにूதͤ͞Δɻ

にՃ͑ɺいつとҟͳΔԠを͢Δ͜とͰ݁果͕Ͳ͏هಈߦにɺલճのޙ࠷
ͳΔ͔についてɺϚχϡΞルのʮߦಈهදʯにه͢Δ͜とɺͦ͠てϑィδカ
ル・グランディングを 1  1 ճ࿅習͢Δ͜とをϗームϫークに͢Δɻϑィδカ
ル・グランディングにҧײΓに͘͞を֮͑ΔࢀՃऀগͳ͘ͳいɻ͜の
Ϧラクηーγϣン法にࣥ͢ݻΔඞཁͳ͘ɺ͜Ε·Ͱに紹介͠たٵݺ法の࿅習を
Θͳいɻߏଓ͠てܧ
セッション 4 行動戦略と考えの見直し

ηογϣンの಄Ͱɺલճのϗームϫーク͔Β͏·͘Ͱ͖た͜とɺͰ͖ͳ͔っ
た͜とͳͲをৼΓฦΓɺࠓճ৽たにऔΓめͦ͏ͳɺࠔっていΔ家族のߦಈをڍ
͛ɺҾ͖ۚ͘͠ԠのมԽのࢼみについて͠߹͏ɻͦの͠߹いをऴ͑た
ɺηογϣンޙ � の৽͠い༰Ͱ͋Δʮํ͑ߟのݟ͠ʯについて紹介͢Δɻෆ
շͳ͕ͪ࣋ؾੜ͡Δのɺෆշͳͪ࣋ؾにͤ͞Δग़དྷ͜ى͕ࣄった͔ΒͩけͰ
ͳ͘ɺͦのग़དྷࣄへのํ͑ߟධՁ͔Βੜ͡ていΔ͜とを͑Δɻ͜Εにͮ͘ج
とɺྫ͕͑͜͏ݴとをฉ͔ͳい͜とに͕࠺ෲをཱてΔのɺʮΘ͟とࢲ
をແ͢ࢹΔʯとঢ়گをղऍ͢ΔためͰ͋Δと理ղ͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻ͜のʮঢ়گ
ʵ͑ߟʵͪ࣋ؾʯの࿈ͰࢀՃऀ͕ࣗ経͠ݧたग़དྷࣄをଊ͑ɺͦの࣌の͑ߟを
ҧった͑ߟͰଊ͑͢͜とにΑってɺͦのޙのؾͲ͏มΘΔ͔について͠
߹͏ɻઆ໌のํにΑってɺʮ͋ͳたの͔͓͕͠ํ͑ߟいʯとい͏ඇのχϡ
Ξンスを༩͑て͠·い͔Ͷͳいためɺҙをཁ͢Δɻ͋͘·Ͱɺࣗのࢹͩけ
Ͱࣄをଊ͑ΔのͰͳ͘ɺ૬ख͋ΔいଞऀのࢹͰ͑ߟてみΔとͲ͏ҧって
をʮຊにͦ͏ͳのͩΖ͏͔ʁʯとٙいの͑ߟにࣗの͕ͣٸΔ͔ɺ݁を͑ݟ
ͰݟΔΑ͏に͠てみΔとɺࣗ の͑ߟͪ࣋ؾͲ͏มΘΓ͏Δの͔についてɺ
ஸೡに͠߹͏ඞཁ͕͋Δɻ

ηογϣン � Ͱ৽たͳϦラクηーγϣン法Ͱ͋Δɺݪと川のイϝーδ法͕
紹介͞ΕΔɻ͖Εいͳ͕͕ݪΔதをาࣗ͘をイϝーδ͠ɺݪをྲྀΕΔ川
に1ຕのେ͖ͳ༿っͺ͕ࣗに向けてྲྀΕて͘Δɻͦ の༿にࣗのݏͳ͜とɺࠔっ
ていΔ͜とをͤࡌɺ川にྲྀ͢ɻ͑ݟͳ͘ͳΔ·ͰݟૹΓɺイϝーδ͔Β࣮ݱに
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Δとい͏Ұ࿈のྲྀΕͰ͏ߦɻイϝーδ法ҰछのλイムΞτのΑ͏ͳのͰ͋
Γɺۤ͠い͔࣮ݱΒのҰ࣌తͳ脱をҙਤ͠ていΔɻ·たɺ川にྲྀ͢とい͏ൺᄻ
ɺෆշͳࣄにとΒΘΕͳいΑ͏に͢Δ͜とをͶΒいと͠ていΔɻ

ೖɺͦ͠هʯのϫークγーτへのهߟࢥ͢Δʮه͠をݟの͑ߟにɺޙ࠷
てイϝーδ法を 1  1 ճ࿅習͢Δ͜とをηογϣン̐のϗームϫークと͢Δɻ·
たɺϚχϡΞルにηογϣン 3 Ͱ使༻͠たʮߦಈهදʯのϫークγーτܝ
هಈύλーン͕͋ΕɺͦΕをߦΕて͓ΓɺඞཁにԠ͡て৽たにऔΓΉ͞ࡌ
͠てΒ͏͜とՃ͢Δɻ
セッション 5 コミュニケーションのパターン

をৼΓฦΔɻ（هಈߦΕ͋）هߟࢥॳにલճのϗームϫークͰ͋Δ࠷
ηογϣン 5 Ͱɺडతɺܸ߈తɺΞαーティブ 3 の 3 छྨのίϛϡχέーγϣ
ンύλーンを紹介͢ΔɻίϛϡχέーγϣンとɺຊདྷํのྗҙࣝのมԽ
にΑってվળ͠͏ΔのͰ͋Δɻ͕ͩɺ૬ख͕認知症のਓͰ͋Δ߹ɺ૬खにม
ԽをٻめΔのඇৗに͠いためɺ介護家族のଆに͕ٻめΒΕΔɻීஈɺ介
護家族͕ͲのΑ͏ͳίϛϡχέーγϣンύλーンをऔΓ͕ͪͰ͋Δ͔ɺΞαー
ティブͳίϛϡχέーγϣンをங͘にͲ͏͠たΒΑい͔について͠߹͏ɻ·
たɺΕの͋Δਓにྀ͠たίϛϡχέーγϣン上のについてใఏڙ
を͏ߦɻ

ηογϣン 5 のϦラクηーγϣンͰɺᛉ法を紹介͢Δɻ࠷ॳにϦラοクス
͠たঢ়ଶを࡞Γग़͠ɺʮࢲ心Ժ͔ͩʯɺʮࢲの重͘ɺ͋たた͔いʯͳͲの
をみ߹ΘͤΔɻ֮ײɻ心Αいイϝーδに͞·͟·ͳମの͏ߦ教ࣔをݾࣗ

͠た͜とをʮίϛϡχにɺ家族をؚめଞऀとのίϛϡχέーγϣンͰޙ࠷
έーγϣンهදʯにه͢Δ͜と（ඞཁにԠ͡てߦಈهɺهߟࢥをՃ͢
Δ）ɺͦ͠て 1  1 ճᛉ法の࿅習ɺ͘͜͠Ε·Ͱ࿅習͠たϦラクηーγϣ
ン法を͜͏ߦとをϗームϫークと͢Δɻηογϣン5のޙ࠷Ͱɺ࣍ճのηογϣ
ン � の༰を༧習͠て͘ΔΑ͏ࢀՃऀにٻめΔɻ·たɺඞཁͰ͋Εଞの家族を
ηογϣンにটいてߏΘͳい͜とを͑Δɻ
セッション 6 将来に向けた計画

͜のηογϣンɺ介護のબࢶにؔ͢Δใఏ͕ڙத心とͳΔɻ介護ੜ׆を
αーϏスをརࢱととにɺ͏ߦをڙαーϏス੍にؔ͠てใఏࢱΔ͑ࢧ

3	 ΞαーティブとɺଞऀͩけͰͳࣗ͘ଚ重͠た上Ͱࣗの͑たい͜とをଞऀに͑Δํ
法の͜とɻΞαーγϣンとい͏ɻ
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༻͢Δ͜とへの߅ɺଞの家族と介護について͠߹͏ػձを࣋つ͜とへの߅ɺ
ࣗのにԿ͔͋った߹にͲ͏͠たΒΑい͔ɺ認知症の家族͕͜のઌஅྗ
͕͘͠ͳったࡍにͲ͏͢Εྑい͔ͳͲのテーϚについて͠߹͏ɻ͜ΕΒの
を௨͡てɺීஈ͔ΒҰਓͰ介護をഎෛい͗͢ていͳい͔ɺଞऀにཔΔ͜とにڧ
い߅を࣋っていͳい͔ͳͲɺࢀՃऀの͑ߟɺࢥいを֬認͢ΔɻޙࠓඞཁとͳΔ
αーϏスのར༻に向けɺ介護家族と͠߹͏ػձをઃけΔの͕ηογϣン � Ͱ͋
Δɻ͜のηογϣンɺࢱαーϏスにؔ͢Δใఏ͕ڙத心Ͱ͋Δためɺプロ
グラム࣮ऀࢪのઐੑにΑってɺϚχϡΞルに͞ࡌهΕていΔ༰Ҏ上の͜と
Θ͔Βͳい߹͋ΔɻΘ͕ࠃͰɺ介護にؔ͢ΔҬのओたΔ૬ஊ૭ޱ
Ҭแׅࢧԉηンλー（Ҏ߱ɺแׅ）Ͱ͋Δためɺ࣮ऀࢪࢀՃऀのॅډҬ୲
のแׅをѲ͠て͓͖ɺඞཁにԠ͡てࢀՃऀにแׅを紹介͢Δ͜とɺแׅとの
࿈ܞの上ͰΑΓৄࡉͳใをఏ͢ڙΔ͜とՄͰ͋Δɻ࣮ऀࢪແ理ͤͣにࢀ
Ճऀ͔Βの࣭にର͠てΘ͔Βͳい͜と͕͋Ε正に͑ɺ࣍ճのηογϣン
Ͱճ͠てΑいɻ·ͩแׅにつͳ͕っていͳいࢀՃऀͰ͋Εɺϗームϫーク
と͠てแׅにҰి͠てみΔ͜とをఏҊ͠てΑい͔͠Εͳいɻ

ɹηογϣン � のϦラクηーγϣン法ɺւのイϝーδ法を紹介͢Δɻͪ࣋ؾ
のΑいւのޫܠをイϝーδ͠てΒいͳ͕ΒɺลͰΏったΓとա͢͝イϝーδ
を௨͠てϦラοクスをਤΔɻηογϣンのޙ࠷にϗームϫークをఏࣔ͢Δࡍɺࢀ
Ճऀのঢ়گに߹Θͤて͜Ε·Ͱのߦಈهɺهߟࢥɺίϛϡχέーγϣンه
ͳͲを紹介͢Δ͕ɺϗームϫークを࣮͢ࢪΔ͕ؒ࣌ͳい߹にɺηογϣン �
の෮習を༏ઌ͢ΔΑ͏に͑Δɻ
セッション 7 楽しい活動と気分の関係

のؾとࣄಈとのつͳ͕Γを紹介͢ΔηογϣンͰ͋Γɺָ͠いग़དྷߦとײ
ӈࠨステーδにߦɻ認知症介護家族ɺ認知症のਐ͏ߦについて心理教育をؔ
͞ΕΔののɺجຊతに介護த心のੜ׆をૹΓ͕ͪͰ͋ΔɻܰͰ͋って認
知症の家族͕ؾにͳってɺҎલΑΓܰؾに֎ग़Ͱ͖ͳいとૌ͑Δ介護家族গ
ͳ͘ͳいɻ͜のηογϣンͰߦಈੑ׆ԽとݺΕΔख法をߟࢀにɺීஈのੜ׆
ͰܰؾにऔΓめͦ͏ͳָ͠い׆ಈをܭը͢Δɻ׆ಈ༰と͠てɺҰਓͰָ͠Ή
͜ととɺ家族とҰॹにָ͠Ή͜との � छྨをブϨインスτーϛングにΑってҊग़
͢Δɻ࠷ॳ介護家族のఏҊ͢ΔΞイデΞをධՁͤͣにௌऔ͠ɺेग़ਚ͘͠た
と͜ΖͰɺܰ͞ؾɺ؆қ͞ɺܧଓੑͳͲ࣮ݱՄੑの؍͔Βɺい͘つ͔の׆ಈ
にߜってい͘ɻྫ͑ɺཱྀߦ家族にとってのޮ果తͳؾΒ͠にͳΓ͏Δの
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のɺ͙͢に࣮ࢪͰ͖ΔのͰͳいɻͦ͜ͰɺཱྀߦのܭըをཱてΔɺڵຯの͋Δ
ಈ׆Մͳݱ理ళをいてみΔͳͲɺΑΓ࣮ߦɺཱྀ͏ߦのใऩूをࠃ
にམと͠ࠐΉɻऔΓ上͛Δ׆ಈࠣࡉͳのͰߏΘͳいɻϗームϫークͰɺ
ಈに׆͔Βɺ֤؍Ͱ͖た͔Ͳ͏͔のߦに࣮ࡍըを࣮ܭ 1 ʙ � のをつけɺ
ָ͔͠った׆ಈԿ͔ɺ家族とҰॹに׆͏ߦಈָ͠めた͔Ͳ͏͔をɺηογϣ
ン � の಄ͰৼΓฦΔɻ

ηογϣン � のޙ࠷にスτϨον法を紹介͢Δɻ௨ৗɺスτϨονࣗのମ
の݈߁のためにߦΘΕΔと認ࣝ͞Ε͕͕ͪͩɺؾΒ͠ؾҳΒ͠のखஈと͠て
༗ޮͰ͋Δɻ
セッション 8 これからもスキルを使い続けるために

ऴηογϣンͰɺ͜Ε·Ͱの学ͼをৼΓฦΓɺԿ͕にཱった͔ɺ͏গ࠷
͠࿅習͕ඞཁͳスΩルԿ͔ɺ͜Ε͔Βઌに͜ىΓͦ͏ͳスτϨスイϕンτに
Կ͕͋Δ͔ɺͦの࣌にͲ͏͢ΕΑい͔について͠߹͏ɻ

ηογϣン � Ͱɺઇࢁのࢁখのイϝーδ法を紹介͢Δɻ࠷ऴηογϣンͰ
͋Δためɺ紹介͢Δ৽͠いイϝーδ法をৗੜ׆Ͱ࣮͠ࢪてみたײをฉ͘͜と
͕Ͱ͖ͳいɻ͜Ε·Ͱ紹介͠たෳのϦラクηーγϣン͢て͜͏ߦとにҙຯ
͕͋ΔΘけͰͳ͘ɺࢀՃऀ͕Ήํ法をݟつけɺͦΕをத心に࿅習͢ΔͩけͰ
ेͰ͋Δɻޮ果తͳϦラクηーγϣン法ࢀՃऀにΑってҟͳΔためɺҰ௨
Γ紹介͢Δඞཁ͕͋Δɻ

4.　プログラムの試験的実施

චऀΒ START の։ൃऀͰ͋Δ Livingston ത士のঝをಘた上ͰϚχϡΞ
ルを༁͠ɺ͜Ε·Ͱҩྍؔػの֎དྷɺ͓ΑͼҬࢧԉのݱͰプログラムの࣮
みて͖たɻ͜͜ͰɺSTART�Jࢼをࢪ のҰྫࣄを紹介͢Δ（Kashimura	et	al�	
��1�）ɻͳ͓ɺຊྫࣄについてචऀ͕ॴଐ͢Δؔػのྙڀݚ理ҕһձͰঝ認を
ಘた上ͰߦΘΕたڀݚのҰ෦Ͱ͋Γɺຊྫࣄのൃදに͋たΓޱ಄とจ໘Ͱझࢫઆ
໌をߦいɺࢀڀݚՃऀ͔ΒಉҙをಘたɻࢀՃऀܰのΞルπϋイϚー型認知
症のを介護͢Δ່ A Ͱ͋Γɺڧい介護ෛ୲ײؾのѱԽ͕みΒΕていたɻ
A ののओ࣏ҩ͔ΒɺA のૌ͑をडけてӃのྟচ心理士に紹介͞Εたɻ

の介護を理༝にࣄをୀ৬ͤ͟Δをಘͣɺ介護த心のੜ׆とͳった A ɺ
の΄とΜͲをめΔΑ͏׆ੜ͕ؒ࣌͘͠ͳΓɺとա͢͝ୈにަ༑ؔ࣍
にͳっていたɻ心に介護を͠ͳ͕Βɺにର͢ΔౖΓ͠みのײ͕༙
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いて͖たΓɺ࣌にڧいݴいͰたって͠·ったΓとɺ͔ͳΓ٧͖ߦ·った介護
ঢ়گͰ͋Δ͜と͕͏͔͕͑たɻ·たɺ͜のΑ͏ͳ介護の୭に૬ஊͰ͖て
いͳ͔ったɻͦ͜Ͱɺྟ চ心理士 A に START�J を紹介͠ɺࢀՃのಉҙをಘたɻ

プログラムを௨͠てɺA と͕ޱにൃల͢͠いߦಈύλーンをੳ͠ɺ
ؔΘΓํのम正をߦったɻA ͔Βみたのߦಈのύλーンをಉఆ͠ɺA
のීஈのԠのํをม͑ɺにΑΔߦಈのҾ͖ۚとͳっていたڥをௐ
͢Δ͜とͰɺのߦಈम正をࢼみた݁果ɺ֘ߦಈ͕ܰݮ·たফࣦ͠た͜
と͕ใ͞ࠂΕた（ηογϣン � ʙ 3）ɻͦのޙのηογϣンͰɺࣄをωΨティ
ブにଊ͑͗͢て͠·͏ A のํ͑ߟのบをಛఆ͠ɺ͑ߟ͠の࿅習をਤΓ（ηο
γϣン �）ɺϗームϫークの݁果͔Β͑ߟ͠にΑってؾ͕গͣ͠つվળ͞Ε
て͖た͜と͕ A ͔Βใ͞ࠂΕたɻ·たɺA ීஈ͔Β介護についてҰਓͰ๊͑
͜みɺ族と͠߹͏͜と͕Ͱ͖ていͳ͔ったɻͦ͜Ͱɺ૬ஊͰ͖ͣにいた
族にಇ͖͔けてみΑ͏と決ҙ͠ɺΞαーティブͳίϛϡχέーγϣンのを
͠たΓ（ηογϣン 5）ɺଞऀに૬ஊ͠たΓެڞのαーϏスをཔΔ͜とについて
の A ࣗのײ߅ͳͲを͠߹͏ؒ࣌をઃけた（ηογϣン �）ɻA ࣗのスτ
Ϩス理と͠てɺA ͕Γたい͜とઓ͠てみたい͜とを୳͠ࡧɺ࣮ࡍにっ
てみΔ͜とをఏҊ͠た（ηογϣン �）ɻηογϣンの経աととにɺA の介護
ෛ୲ײؾɺੜ׆の࣭ঃʑにվળ͞Εてい͖ɺプログラムऴ͔ྃޙΒ 1� ϲ
݄͕経ա͠た࣌ͰɺA のؾ介護ෛ୲ײɺੜ׆の࣭΄とΜͲҡ࣋͞Ε
ていたɻ·たɺプログラムの࣮ࢪதに༗ࣄൃੜͤͣɺऴྃ͢Δ·Ͱ҆શに
プログラムを࣮͢ࢪΔ͜と͕Ͱ͖たɻྫࣄ A の݁果͔ΒɺSTART�J のΘ͕ࠃͰ
の࣮ࢪՄੑをࣔ͢͜と͕Ͱ͖たとい͑Δɻ

5.　START-J を実施した上での課題

START�J の࣮ࢪに͋たってݕ౼͖͢と͠てɺ࣮ ɺ࣮ऀࢪ ॴɺӡ༻ํ法ɺࢪ
ͦ͠てଟ༷ͳࢀՃऀのモνϕーγϣンへのରॲͳͲ͕͛ڍΒΕΔɻSTART�J の
についてɺ心理学తͳΞプローνにਫ਼௨͠たྟচ心理士ͳͲの心理৬ऀࢪ࣮
にΑって࣮͞ࢪΕΔ͜と͕·͠いののɺΘ͕ࠃͰऀྸߴのੜ׆をࢧԉ͢
Δ心理ྖҬの࣮ફ׆ಈ͠い͜と͕ࢦఠ͞ΕていΔ（ຊ学ज़ձٞ，��11）ɻ
Livingston	et	al�（��13）ͰɺSTART の࣮ऀࢪྟচ心理士のΑ͏ͳઐੑ
のߴいऀͩけͰͳ͘ɺྟচ経ݧのͳい心理学をઐ͢߈Δେ学Ӄੜに START
にؔ͢Δ教育とݚमを͜͏ߦとͰਓࡐをཆ成͠ていΔɻSTART 認知ߦಈྍ
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法（Cognitive	Behavioral	Therapy，ҎԼ CBT）にͮجいたプログラムͰ͋Δ
͕ɺCBT をݪ理ओ義తに͢ߦΔプログラムͰͳいɻCBT とɺਓؒのॹ
͕認知の͋Γํ（डけऔΓํํ͑ߟ）のӨڹを͘ڧडけΔ͜とに͠てɺ認
知ߦಈにಇ͖͔けて心をܰ͘͠たΓɺղ決をखॿけ͠たΓ͢ΔߏԽ͞
Εたਫ਼ਆྍ法（心理ྍ法）Ͱ͋Δ（େ，��1�）ɻCBT の理ղと࣮ࢪの経ݧɺ
START のプログラムの理ղスムーζͳਐߦにཱつɻ͕ͩɺSTART の࣮ࢪ
に͋たって CBT の経ݧをඞਢの݅と͢ΔඞཁͳいͩΖ͏ɻ·た࣮ࢪॴ
についてɺӳࠃͰओに介護家族のࣗͰ͏ߦΞτϦーν型のࢧԉ͕ల։͞
ΕていΔのにର͠ɺΘ͕ࠃͰ START のΑ͏ͳ心理ࣾձతͳ介ೖプログラム
を介護家族のࣗに๚͠て࣮͢ࢪΔ͕ڥっていͳいɻͦのためɺ໘ҩ
ઃのҰࣨをࢪをಘてͦΕΒྗڠの֎དྷɺ͋ΔいแׅຽؒஂମͳͲのؔػྍ
आΓて࣮͠ࢪたΓɺҬのެڞスϖースをआΓて࣮͢ࢪΔの͕࣮ݱతͰ͋Ζ͏ɻ
ͳ͓ɺSTART�J のಋೖに͋たってɺ࣮͓ऀࢪΑͼࢀՃऀのํ͕プログラム
を҆શに࣮ࢪͰ͖Δ͜とをୈҰに͑ߟͳけΕͳΒͳいɻ

తͳਓɺۃՃにҙཉతͳਓ͔ΒফࢀՃऀのモνϕーγϣンɺプログラムへのࢀ
ΞンϏόϨンτͳଶをࣔ͢ਓͳͲଟ༷Ͱ͋Δ͜と͕༧͞ΕΔɻࢀՃऀのモν
ϕーγϣン͕い߹ɺϗームϫークへのऔΓみফۃతとͳΓ͢いɻ͞Β
にɺ認知症の介護家族ͦのੜ׆のଟ͔͞ΒϗームϫークにऔΓΉؒ࣌の֬
อࣗମ͕͠い߹͋ΔɻCBT ͰɺࢀՃऀϗームϫークを௨͠てηογϣ
ンதに学Μͩ͜とを࣮ੜ׆のதͰମ͠ݧɺ͑ߟ͠ߦಈのम正ͳͲのスΩルを
習ಘ͢Δ͜とを͢ࢦためɺϗームϫークの࣮ࢪ介ೖのޮ果をࠨӈ͢Δ重ཁͳ
ཁҼͰ͋ΔɻCBT に͓いてϗームϫークを࣮͠ࢪͳい理༝についてɺࢀՃऀ
͕ϗームϫークのҙ義తを理ղ͠ていͳい߹ɺͦ͠てϗームϫークͦの
の͕͗͢͠Δ͕͛ڍΒΕていΔ（େ，��1�）ɻϗームϫークのಋೖઆ໌
をஸೡにͩ͏ߦけͰͳ͘ɺࢀՃऀの͑ߟをいͳ͕ΒࣄલにରԠࡦを͑ߟΔඞཁ
͋Δɻ͔͠͠ɺີݫにϗームϫークを࣮͠ࢪΑ͏と͢Δ͜とͰࢀՃऀのモν
ϕーγϣンをԼ͛て͠·͏ڪΕ͋Δためɺϗームϫークを࣮͠ࢪていͳい߹
にɺ࣍のηογϣンの಄Ͱ͜Ε·Ͱのੜ׆をৼΓฦΓͳ͕ΒɺͦのͰҰॹ
にϗームϫークをऔΓѻ͏Α͏ͳॊೈ͞ඞཁとい͏ҙݟ͋Δ（Livingston 
Rapaport とのࢲ৴にΑΔ）ɻSTARTߏԽ͞ΕたプログラムͰ͋Δののɺ
にԠ͡たॊೈͳӡ༻に։͔ΕていΔɻگঢ়ࢪ࣮

ϗームϫークͩけͰͳ͘ɺηογϣン START�J の࣮ࢪ上のোとͳΓ͏
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ΔɻචऀΒ START�J をִिにҰのϖースͰਐ͢ߦΔためɺ� ηογϣン
·Ͱに͓Αͦ�ϱ݄のؒظをཁ͢ΔɻLivingston	et	al�（��13）のใࠂͰɺશηο
γϣンશମの ��ˋͰ͋Γɺ5 ηογϣンҎԼ͔࣮͠ࢪͰ͖ͳ͔った
έース ��ˋにٴͿɻ� ճとい͏ճにͣͤࣥݻɺࢀՃऀのੜ׆ঢ়گχー
ζに߹Θͤて࣮ࢪՄͳηογϣンをબ͢ΔՄ͔͠Εͳいɻいɺ
START�J の֤ηογϣン΄΅ಠཱ͠ていΔ͜と͋Γɺ介護家族との心理໘
աఔのதͰ START�J のඞཁͳηογϣンのみをऔΓ上͛て介護家族のࢧԉに
Մੑ͋Δ（樫村ଞ，��1�）ɻ͔͠͠ɺॊೈ͗͢Δӡ༻にΑってプログ͔͢׆
ラムのޮ果͕ബΕΔڪΕे͑ߟΒΕΔɻSTART の࣮ࢪに׳ΕΔ·Ͱɺプ
ログラムのϚχϡΞルにԊったਐߦを心͕けͳ͕Β経ݧを重Ͷɺ࣮ऀࢪの経ݧに
にม༰ͤ͞てい͘とΑい͔͠Εͳいɻܗにద͠たݱஅͰগͣ͠つͮ͘ج

6.　今後の展望

ઌड़の௨ΓɺSTART 認知症の介護家族の介護ෛ୲ײϝンλルϔルス
のվળに༗ޮ͔つඅ༻ରޮ果に༏Εた心理ࣾձతͳ介ೖプログラムͰ͋Δɻ
START�J ະͩݕྫࣄ౼のϨϕルにཹ·って͓ΓɺΘ͕ࠃͰの༗ޮੑのݕ౼͕
たΕΔɻ·たɺSTART ຊདྷΞτϦーνࢧԉ͕Մͳڥに͓いて࣮͞ࢪ
ΕていΔプログラムͰ͋ΓɺΘ͕ࠃの心理৬͕ΞτϦーνのखஈを࣋たͳいݱ
ঢ়ͰɺͲのΑ͏ͳ໘Ͱ START�J を׆༻͢Δ͜と͕Ͱ͖Δ͔についてݕ౼͠て
い͘ඞཁ͕͋Δɻプログラム࣮ࢪの͕ڥҟͳΔ͜とにΑってɺ介ೖのޮ果にҧ
い͕ੜͣΔの͔ɺ·たηογϣンのճ脱མͳͲの໘ߏのҧいについてɺ
ӳࠃͰの݁ڀݚ果とのൺֱをࢼみたいと͑ߟていΔɻ

͞Βにɺۙԕִҩྍ͕ൃల͠ɺインλーωοτスϚーτϑΥンͳͲの׆༻
にΑΓɺձΘͳ͘とԕִ͔Βऀױͦの家族をࢧԉͰ͖Δみ͕ੜ
͠つつ͋Δɻ͜͏͠た௨৴ٕज़を׆༻͢Δํ法Ͱɺར༻Մͳਓ͕͔ͳΓݶΒ
ΕΔとい͏ݶք͋Δののɺ͏·͘׆༻͢Δ͜とにΑってॴをબͣࢧԉを
Ͱ͖ΔɻΦンラインٕज़ظԉのରの֦େ͕ࢧと͕Ͱ͖ΔΑ͏にͳΓɺ͜͏ߦ
をར༻Ͱ͖ͳいと͠てɺి ௨৴をར༻͠た介ೖ࣮ݱՄੑ͕ߴいとい͑Δɻ
دɺۙిを༻いた心理学త介ೖ͕ར༻ऀのϝンλルϔルスのվળにࡍ࣮
༩͢Δ͜と͕ใ͞ࠂΕて͖ていΔ（e�g�	FuruLawa	et	al�	��1�）ɻ認知症の介護家
族ɺ認知症の家族͕デイαーϏスへの௨ॴͳͲͰෆࡏの࣌にΑ͏ࣗ͘の
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のपΓの͜と͕Ͱ͖たΓɺ家ͦࣄのଞをࡁ·ͤたΓとɺとに͔͘ଟͰ͋Δɻプ
ログラムの࣮ࢪॴ·ͰをӡͿؒ࣌をׂ͘͜と͑͞͠い介護家族গͳ͘ͳ
いɻ͜のためɺޙࠓԕִతͳ START�J の࣮ࢪՄੑについてݕ౼͠てい͖
たいと͑ߟていΔɻ

にɺSTART�Jޙ࠷ の࣮ऀࢪについてɺΘ͕ࠃに͓いて認知症ࢧԉのத心తͳ
ׂを果た͠ていΔҬの護ࢣྖࢱҬのઐ৬にΑって࣮ࢪՄͳプログ
ラムͮ͘Γをݕ౼͢ΔՁ͕͋Δと͑ߟていΔɻΘ͕ࠃͰ認知症のҩྍࢧԉ
のத心ҩྍ͔ؔػΒҬへとγϑτ͠て͖ていΔののɺҬࢧԉのݱに͓
けΔ心理৬の׆ಈଞの৬छにൺてະ͕ͩΓをみͤていͳいɻͦΕに͔
͔ΘΒͣɺSTART�J の࣮ࢪを心理৬にݶΔ͜とɺଥとい͑ͳいͩΖ͏ɻ
START ͔֬にߏԽ͞ΕたϚχϡΞルϕースのプログラムと͠て݁͠てい
Δの͕ͩɺͦのӡ༻ํ法について͞·͟·ͳの༨を༗͠ていΔɻޙࠓ
 START�J のΘ͕ࠃͰの༗ޮੑ҆શੑɺඅ༻ରޮ果を໌Β͔に͠つつɺࢧԉ
のݱにద͠たॊೈͳӡ༻ํ法プログラムීٴのํ法についてݕ౼͠てい͖
たいと͑ߟていΔɻ
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脱・講義型授業へ―学習成果向上のための
授業デザイン

カーク・スティーブンˎ・西川純恵ˎ

Moving	Beyond	Lecturing:	Designing	Classes	to	Improve	Student	
Learning	Outcomes

Steven	KIRK，Sumie	NISHIKAWA

１．はじめに

ถࠃの ST&M（science	technology	engineering	mathematics）教育ɺ͢ͳΘ
ͪՊ学・ٕज़・学・学に͓けΔ教育に͓いてɺେ学Ϩϕルに͓いて
 1r3ɺߴ学ߍ・த学ߍϨϕルに͓いて �ɺ͜の �� ؒにΓ౷తͳ講
義型授業͔ΒΕΔ向͕ݦஶにͳっていΔɻۙͰɺόーモンτେ学・ラー
φー・ϝディカル・カϨοδ（the	Larner	Medical	College	at	the	University	of	
7ermontɺถࠃόーモンτभ）͕͢ての授業ܗଶを講義͔ࣜܗΒΞクティブ・
ラーχングํࣜへとҠͤ͞ߦΔとද໌͠た͜と͕χϡースとͳった 5�ɻ講義のධ
ͳͥԼ͢ΔΑ͏にͳったのͩΖ͏͔ɻ

たͪॳɺ୲授業の教育ऀۦओྲྀのΞクティブ・ラーχングํࣜのઌࠓࡢ
ޮ果上のをղ決͠たいとい͏理༝͔Β講義に͑て͜のํࣜをಋೖ͠たΘけ
Ͱ͋Δ͕ɺ৽ํࣜ授業の֦େにいਐల͠たڀݚ成果にΑΓɺ講義͕ࣜܗ学習の
ఆண・อ࣋にޮ果తख法Ͱͳい͜と໌Β͔にͳっていΔɻFreeman Β � 
Պ学・学・学に͓いてɺΞクティブ・ラーχングํࣜと౷త講義ࣜܗ
にΑΔ学習成果をൺֱ͠た ��5 のྫࣄڀݚのϝλੳをߦったɻͦΕにΑΔと学
習成果の͏ͪɺ݁ݧࢼ果についてΞクティブ・ラーχング型授業ͰスίΞ͕ฏ
授業Ͱࣜܗ上ঢ͠ɺίースのෆ߹֨ऀについて講義ˋ̒ۉ 1�5 ഒߴいを

ˎ	ຊҩՊେ学・֎ޠࠃ教ࣨ
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ࣔ͠たɻ͜ΕΒの݁果͔֬ͳのͰग़൛όイΞスͳͲのためͰͳいと͠てい
Δɻ݁と͠て൴Βɺ͜ΕΒの͕ڀݚҩྍ介ೖ・ྍ࣏のためのランμムԽݧࢼ
Ͱ͋ったと͠たΒɺ介ೖߦҝ（Ξクティブ・ラーχング型）のํ͕໌Β͔に༗ޮ
Ͱ͋ΔのͰɺऀױをରর܈にׂΓ付けΔ͜とத͞ࢭΕΔͰ͋Ζ͏とड़ていΔɻ

Ξクティブ・ラーχングํࣜͰ講義ࣜܗとҟͳΓɺ学習ऀ͕डಈతにใを
डけऔΔとい͏ΑΓɺ授業ͰΞクティϏティーディスカογϣンに（ଟ͘
গਓグループͰ）औΓΉ͜とにΑΓɺࣗΒ知のߏஙプロηスにؔ༩Ͱ͖Δと
い͏の͕ಛͰ͋Δɻ講義ࣜܗ৽͠いใを学ੜにఏࣔ͢Δ上Ͱ重ཁͳख法
のҰつͰ͋ΓɺΞクティブ・ラーχング型授業に͓いてͳ͓重ཁͳखཱてのҰ
つͰ͋Δ͕ɺ	ͦΕにてΔؒ࣌授業Ͱ࠷খݶにཹめΒΕΔ͜と͕ଟいɻ
Ή͠Ζ授業ؒ࣌ɺ学ੜؒ学ੜ・教һؒのΓऔΓのための׆ಈにඅ͞Ε
Δɻචऀ（KirL）の学ੜ࣌をৼΓฦってみてɺ講義ͰѻΘΕΔの教ՊॻͰ
ఆ͞ΕたൣғͰ͋Γɺ（ؚࣗめて）ଟ͘の学ੜ͕教ՊॻをࣗલͰಡΉ͔授ࢦ
業にग़Δ͔のͲͪΒ͔Ͱ͋Γ྆ํͰͳ͔ったɻՃ͑てݱのテクϊロδーにΑ
Γ講義͕ϏデΦԽ͞ΕΦンライン上ͰࢹௌͰ͖ΔとͳΕɺ授業ؒ࣌にϏデΦ
とಉ͡༰の講義を܁Γฦ͢理༝ݟたΒͳいɻถࠃのϝディカル・スクール
Ͱɺ授業にग़席ͤͣݧࢼલにԿΒ͔のํ法Ͱݧࢼษڧを͢Δ学ੜ͕ଟいΑ͏Ͱ
͋Δ͕ɺスλンϑΥーυେ学（Stanford	UniversityɺถࠃカϦϑΥルχΞभ）の
͋ΔίースͰϏデΦ講義とग़席ࣗ༝のインλラクティブ型授業へとม͠ߋたと͜
Ζɺग़席͕ ��� ͔Β ��� に上ঢ͠た͕͋ྫࣄΔ �ɻ

教һ͕༻いΔ教授法とい͏のࣗΒ͕डけた教育にͮ͘جのͰ͋Δ͜と͕ଟ
͘ɺଟ͘の理ܥ・ҩ学ܥ教һにとってͦΕ͕講義ࣜܗͰ͋ったとい͏͜とに
ͳΖ͏ɻ͞Βにɺ教һとͳったऀのଟ͘طଘの講義੍ࣜܗを成ޭཪにΓ
っていΔ߹͕ଟ͘ɺͦΕΏ͑ࣗୡ͕डけた教育ख法にプラスのイϝーδを
ਫ४の授業を͠ていΔとい͏ࣗෛを༗͢Δ߹ଟߴつ͜と͕ଟいɻ·たɺ࣋
いͰ͋Ζ͏͠ɺ	࣮ͦࡍの授業͕学ੜ͔Βਓߴ͕ؾい߹ଟい͔͠Εͳいɻ͠
͔͠ͳ͕ΒͦΕͰͳ͓ɺ講義ࣜܗにΑΔޮ果のఔをม͑Δ͜とにͳΒͳい
Α͏ͳのͰ͋Δɻόーモンτେ学ҩ学෦ィϦΞム・δΣϑϦーζ（William	
Je⒎ries）ҩྍߦҝにྫ͑て͜͏ड़ていΔɻʮԾにɺੲͳ͕Βのํ法にΑΔ
ਨআज़͕ɺͦΕ͕ࣗのみに߹͏͔Βとい͏理༝Ͱ͖ͩと͠てɺࣗに
ͦΕを͏·͘ΕΔٕज़͋ΓɺͰऀױにとってͦΕ͕ྑ࠷のํ法Ͱͳ
͔ったと͠たΒɺ͋ͳたͳΒͦのࣜํچを使い·͔͢ʯ� とɻͦ͏͏ݴののɺ
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Ξクティブ・ラーχング型授業のମݧɺͦのࢦಋ法を正ࣜに学Μͩ経ݧを࣋つ
教һଟ͘ͳいの͕࣮Ͱ͋Ζ͏ɻ

ຊߘɺ学ੜの学習成果向上につͳ͕Δख法をɺい͔に͠てैདྷ型の講義ࣜܗ
授業にಋೖ͠ていけΔ͔について࣮ફతͳఏҊを͢Δ͜とをओ؟と͠ていΔɻऔ
Γ上͛Δࡾつのख法ɺ授業の講義をஈ֊をってɺ学ੜの学習ޮ果をߴめ
Δと͞ΕΔ׆ಈにঃʑにஔ͖͑てい͘のͰ͋ΔɻҰつɺຖճの授業Ͱ
ଶͰ͋ܗの··のࣜܗΔのͰɺͦΕҎ֎講義͢ࢪ౷తͳ֬認テスτを࣮ܥ
ΔɻೋつϐΞ・インスτラクγϣン（peer	 instruction）Ͱɺ学ੜのディス
カογϣン׆ಈにԠ͑ΔܗͰؒ࣌の講義をؚΉɻࡾつస授業（qipped	
classroom）Ͱɺͦ͜Ͱ講義に͑ɺ授業ؒ࣌を学ੜ͕՝にऔΓΉための
と͢ΔのͰ͋Δɻ

２．毎回の授業での確認テスト

ैདྷ型講義ࣜܗΑΓߴい学習成果をಘΔख法のҰつ͕ɺ૬Ԡの重ཁの（߹
൱に݁͠ͳい͕成にө͞ΕΔとい͏Α͏ͳ）	テスτをසൟに授業Ͱ࣮
向͕͋Δ͕ɺみ学習を͢Δࠐલに٧めݧࢼΔɺとい͏のͰ͋Δɻ学ੜ͢ࢪ
み学習Ͱ学習༰͕ࠐಘをऔಘͰ͖たと͠てɺ٧めߴͰݧࢼͰɺڀݚ
Εに͘い͔Γ͔ɺଟେͳスτϨスをট͘とࣔ͞ΕていΔ࣋͞にอظ �ɻهԱと
学習にؔ͢Δڀݚにཱ͠٭たݪࡾଇを༻いΔ͜とͰɺ学ੜ学Ϳྗを向上ͤ͞ɺ
৽ن学習༰をؒظอ࣋͢Δ͜と͕Ͱ͖Δ �ɻ͜ΕΒݪࡾଇにԊって学習͢Ε
ɺݧࢼલに٧めࠐみ学習を͢Δඞཁ͕ͳ͘ͳΔのͰ͋Δɻ

ୈҰのݪଇɺهԱ͔ΒใをҾ͖ग़ͦ͏と͢Δʮى࿅習ʯ͕学ͼのػܖ
とͳΔɺとい͏のͰ͋Δɻʮى࿅習ʯ（retrieval	practice）ɺใをࢥいग़
ͦ͏と͢Δߦҝの͜とͰɺ	テスτͰղ͠Α͏と͢Δࡍに͏ߦの͜Εに૬͢
Δɻ学ੜテスτલに෮習のつΓͰ教ՊॻにϚーカーをҾいたΓ͠てಡみ͠
を͢ΔのͰ͋Δɻ教Պॻを܁Γฦ͠ಡΉ͜とͰͦのจষに׳ݟΕて͘Δとɺ͋
た͔ͦの༰を理ղ͠た͔のΑ͏にࢥいࠐΉ͜とにͳΔɻΘ͔Γ͢いとࢥっ
て講義をฉいていΔとɺΓͦの༰を理ղ͠た͔のΑ͏ͳ֮ࡨにؕって͠·
͏͕ɺޙにͳってඞཁͳ࣌にͦΕをࢥいग़ͦ͏と͢ΔとͰ͖ͳい͜と͋Δɻه
Աをอ࣋͢Δにɺ͕ࣗͦΕを֮͑ていΔ͔をテスτ͠ɺهԱͰ͖ていͳ͔っ
たのを再学ͼ͢ඞཁ͕͋Δɻ͜のํ法Ͱษ͢ڧΔとϑラスτϨーγϣンを
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ͼग़ͦ͏とۤ࿑͢Δ͜とݺԱをهΔ͜と͋ΔͩΖ͏͕ɺᐆດにͳΓ͔けの͡ײ
͕ɺهԱをݻݎͳのに͠てい͘͜と͕	ࣔ͞ΕていΔ �ɻ

ୈೋのݪଇɺؒ࣌をۭけて͏ߦʮִؒ࿅習ʯのํ͕ɺҰؾに͏ߦʮूத࿅習ʯ
ΑΓޮ果͕ߴいとい͏のͰ͋Δɻʮूத࿅習ʯ（massed	practice）とい͏のɺ
Ұにいؒ࣌を͔けて෮࿅習を͜͏ߦとҙຯ͠ていΔɻʮִؒ࿅習ʯ（spaced	
practice）とい͏のいったΜ学習͠たޙにɺͦのهԱ͕ബΕΔࠒ·Ͱִؒを͋
けて再学習͢Δ͜とを͏ݴɻతͳྫを͛ڍΔとɺ1��  ��� ͋Δࢉܭ
をҰ൩の͏ͪにཱてଓけに͜͏ߦとूத࿅習にたΔɻִؒ࿅習Ͱ͋Εɺ·
ͣめの学習ؒ࣌のதͰにऔΓΜͩޙɺにͪをۭけて·たؒ࣌を
Γɺͦのޙ͋Δఔのִؒをۭけつつͦのؒ࣌の学習を͜͏ߦとをܧ
ଓ͠てい͘ɻ学習のִؒɺの͜と͋Ε͔ؒ࣌Βとい͏͜と͋
Δɻ学習͢Δ༰Ε͢͞の߹いにґΔɻ͋Δఔؒ࣌を経てͳ͔ͳ͔ࢥ
いग़ͤͣにۤઓ͢Δ͕ͦΕͰࢥいग़ͤΔɺとい͏の͕理తͳࠒ߹いͰ͋Ζ͏ɻ
Ͱ͖Δ࣋Աをอهいग़ͦ͏と͠てۤઓ͢Δ΄ͲɺΑΓ͘ࢥ �ɻྫ͑֎ޠࠃ学
習Ͱ৽͠い୯ޠを֮͑たい࣌にɺ֮͑Α͏と͠たͦののに͏Ұ෮習͢
Δඞཁ͕͋Ζ͏͕ɺ理のͰ͋ΕछྨにΑって͓いて෮習͢Δとい
͏߹͋ΔͩΖ͏ɻ介ͳ͜とにɺूத࿅習のํ͕ͦΕをっていΔ࣌に͓
いてΑΓ知͕ࣝに付いた͔のΑ͏に学習ऀ͕֮͠ࡨて͠·い͕ͪͰ͋Δのͩ
͕ɺେྔのूத࿅習Ͱಘたのظにอ࣋͞ΕͳいɻҰํִؒ࿅習Ͱɺษ
Δ͜と͋ΔͩΖ͏ɻ͑ࢥいग़͢の͕͘͠ͳΔのͰͲ͔͘͠ࢥた͜とを͠ڧ

ୈࡾのݪଇɺछྨのҟͳΔのにऔΓΉʮަޓ࿅習ʯのํ͕ɺಉछのの
にऔΓΉʮブロοク࿅習ʯΑΓಘΒΕΔ学習ޮ果͕ߴいとい͏のͰ͋Δɻ

ʮブロοク࿅習ʯ（ClocLed	practice）ҰにҰछྨの͜とを࿅習͢Δのにର͠ɺ
ʮަޓ࿅習ʯ（miYed	practice）ͰҰճの࿅習のதͰテーϚࣜܗのҟͳΔの
をࠞͥてにऔΓΉɻRohrer	and	Taylor1� のߟͰɺେ学ੜをରにෳ
Ճ͠たେ学ࢀにݧを学習ͤ͞ていΔɻ࣮ࢉܭछのཱମのମੵの࢛つ࣋ঢ়をܗͳࡶ
ੜの͏ͪҰつのグループɺ࢛छのにର͠てछྨ͝とに·とめて࿅習に
औΓみ（ブロοク࿅習܈）ɺ͏ҰํछྨのҟͳΔをとΓ·ͥたܗͰ࿅
習をߦった（ަޓ࿅習܈）ɻ࿅習ஈ֊Ͱブロοク࿅習܈ɺަޓ࿅習܈の正
のฏۉͦΕͧΕ ��ˋɺ��ˋͰ͋った͕ɺҰिؒޙの࠷ऴݧࢼͰの正ͦ
ΕͧΕ ��ˋɺ�3ˋͰ͋ったɻҰにҰछྨの͜とを࿅習͢Δ͜とͦのޙに
ྑい݁果͕ಘΒΕΔ͕ɺظతにަޓ࿅習のํ͕Δ͔にޮ果͕ߴいと͑ݴ
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Δɻ
͜ΕΒݪࡾଇɺ学ੜ͕ࣗのษڧのために使͏͖ख法Ͱ͋Δɻ͔͠͠ɺه

Ա学習にؔ͢ΔڀݚจをಡΜͩ͜との͋Δ学ੜكͰ͋Ζ͏͔Βɺ͜ΕΒの
Ͱ教һ͕授業をみཱてていけɺ学ੜの学ͼをखॿけ͢Δ͜とにܗଇにԊ͏ݪ
つͳ͕Δと͑ݴΑ͏ɻっとた͢いܗͰ͜ΕΒݪࡾଇを講義型授業にみೖ
ΕΔためのํ法ɺؒ࣌の֬認テスτをසൟに࣮͢ࢪΔ͜とͰ͋Ζ͏ɻ͜の
߹のテスτとɺ学ੜのਅͳऔΓみをଅ͢ために࠷ऴ成にө͞ΕΔఔ
の重ཁを࣋つ͖͕ͩɺؒҧ͑た͔Β学ΔΑ͏աͳਫ਼ਆతෛ୲と
ͳΒͳいΑ͏ͳのと͖͢のͰ͋Δɻ·たテスτの߲にɺগ͠લのൣғ
͔ΒののをؚめたΓ（ى࿅習）ɺͦΕ·ͰにѻったҟͳΔテーϚのをऔ
ΓࠞͥたΓ͢Δ͜と（ަޓ࿅習）؊ཁͰ͋Δɻͦ͠て授業の։講ؒظશମにっ
てのى࿅習とͳΔΑ͏にසൟにテスτを͏ߦ͖Ͱ͋Δɻຖճの授業Ͱいテ
スτを࣮͢ࢪΔ͜とͰ࠷େのޮ果をൃشͰ͖Δとࣔ͞ΕていΔ 11ɻテスτޙɺ
学ੜ͕ؒҧ͑たと͜Ζを͔Δܗに͠ɺ理ղ͕ෆेͩったと͜ΖにରॲͰ͖Δ
Α͏に͖͢Ͱ͋Δɻ正͕͔ったִؒをۭけて再ग़͠てྑいɻ
ִؒ学習のݟ͔Βɺ࠷ॳ͔Β正͕͔ߴったͰ͋ってɺ͋Δ࣌Ͱ
෮習のରと͖͢Ͱ͋Δɻ

３．ピア・インストラクション（Peer Instruction）

学習成果向上にد༩͢Δଞのख法と͠て͛ڍΒΕΔの͕ɺϋーόーυେ学の
理学ऀΤϦοク・Ϛζール（&ric	Ma[ur）にΑΓߟҊ͞ΕたϐΞ・インスτラ
クγϣン 1 Ͱ͋Δɻ͜ΕɺΑΓਂいϨϕルͰの学ੜの授業ࢀՃをతと͠てɺ
クϦοカー ConcepTest とݺΕΔ֓೦理ղをみΔを༻いて͏ߦΞクティ
ブ・ラーχング型授業のҰܗଶͰɺط習߲ࣄの֬認ɺ理ղޡ認ࣝのνΣοク
のためͳͲに׆༻͞ΕΔɻ൴͕͜のख法を։ൃ͢Δൃとͳったの͕ɺ理学ج
ૅクラスをઐ߈֎の学ੜに教͑ていたと͜Ζɺ学ੜݧࢼの成ྑいのに講義
Ͱઆ໌͠た֓೦をਅに理ղ͠ていΔΘけͰͳいとؾ付いたと͜Ζに͋ったɻ学
ੜたͪɺج൫とͳΔ֓೦を理ղ͢Δとい͏ΑΓΉ͠Ζɺをղ͘ためのʮϨ
γϐʯを֮͑Δ向に͋Δ͜とにؾ付いたとい͏ɻྫ͑ਤ 1 ֓೦理ղをみΔ
ɺਤ � ࢉܭͰ͋ΔΘけ͕ͩɺ学ੜのฏۉをݟΔとਤ̍ののํ
͕ɺେํの理学ऀ͕қ͕上ͩとධ͢ΔͰ͋Ζ͏ਤ � のΑΓいとい͏
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図 1　Mazur1 による概念型問題の例

図 2　Mazur1 による計算問題の例
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のͩɻϐΞ・インスτラクγϣンɺ͜のࣄଶをੋ正͢Δために։ൃ͞Εたの
ͳのͰ͋Δɻ

ϐΞ・インスτラクγϣンのʮϐΞʯとɺ͓ޓいに教͑߹͏クラスϝーτの
͜とを͠ࢦていΔɻͦのݪ理ɺ͋Δࣄฑを理ղ͠た͔Γのਓのํ͕ɺͦΕ͕
͘͝؆୯Ͱࣗ໌の͜とに͑ࢥて͠·͏教һΑΓɺผのॳ心ऀに͏·͘આ໌Ͱ͖
Δ͜と͕ଟいとい͏のͩɻϐΞ・インスτラクγϣンํࣜͰɺਤ 3 にࣔ͢Α
͏ͳ֓೦理ղをみΔ（Ϛζール͜Εを ConcepTest と໋໊）͕学ੜにࣔ͞
ΕΔɻ学ੜ·ͣҰؒࣗͰ͑ߟクϦοカーを༻いてղ͠ɺ教һのखݩに
ղঢ়گのू͕ࣔ͞ܭΕΔɻͦの݁果を学ੜにࣔ͠てΑい͕ɺ͜の࣌Ͱ正
ࣔ͞ͳいͰ͓͘ɻ࣍にɺ席͕ۙい学ੜؒͰࣗの͕͑正͠い͜とをઆಘ͠
߹͏Α͏にଅ͠ɺのディスカογϣンのؒ࣌をऔΔɻ正͠いํ͑ߟにͮجい
て正をಋけていΔ学ੜͰ͋Εେ૬खにઆ໌͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ正にࢸっ
ていͳい૬खのつ·͖ͣをम正͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻディスカογϣンؒ࣌ऴྃޙ
ɺ再クϦοカーにΑΓղ͠てΒいɺ教һͲのఔのׂ߹の学ੜ͕理ղ
にୡ͠た͔を֬認͢Δɻޙ࠷に正をࣔ͠ɺ学ੜの正ঢ়گにΑってগʑ講義
のؒ࣌をとってղઆ͠てྑいɻディスカογϣンの࠷தにɺ教һ学ੜグルー
プの༷ࢠをい͘つ͔ݟてճΓɺ֘τϐοクについて学ੜ͕ԿΒ͔のٙޡ
認ࣝにؕっていͳい͔にײ৮をಘΔΑ͏に͖͢Ͱ͋Ζ͏ɻ

ϚζールにΑΕɺ࠷ॳのूܭͰ正 �� ʙ ��ˋの͕͜のϐΞ・インス
τラクγϣンํࣜに࠷దͰɺ理༝ͦのҐのׂ߹の学ੜ͕正͑͘͠をಋけてい
Εɺଞのクラスϝーτに教͑ΔのにेͳにͳΔ͔Βͩと͏ݴɻ正͕
��ˋをԼճΔΑ͏Ͱ͋Εɺͪに講義へとਐめてྑいɻ正͕ ��ˋを
͑ΔͳΒ͙͢に正をࣔ͠て࣍のτϐοクにҠΕྑいɻ࣍学ظ（࣍）に

図 3　Mazur1 による概念型問題の例
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қ͠い֎͢ͳΓɺ͠いम正·たআ͢ΔͳΓ͠ていけΑいɻ
Ϛζールのํࣜ（ਤ �）Ͱɺ授業ؒ࣌の 3 の 1 を֓೦理ղをみΔ

（ConcepTest）にׂ͖ɺΑってͦΕ·Ͱ講義ࣜܗͰ授業をߦͳっていた࣌にѻっ
ていた༰͢てを講義͢Δؒ࣌औΕͳ͘ͳΔɻ͔͠͠ͳ͕Β教һのଆɺク
Ϧοカーのू݁ܭ果にࣔ͞ΕΔ学ੜの理ղをݟΔ͜とͰɺ学ੜにとって͠い
༰に授業ؒ࣌をඅ͢͜と͕Ͱ͖ɺ学ੜ͕教ՊॻをಡΜͰࣗͰ༰қに学Δ
༰授業にؚめͳいΑ͏に͠てい͘͜と͕Ͱ͖ΔɻϚζールɺ授業Ͱ໌ࣔత
にѻΘΕΔ༰にݶΒͣ教Պॻのൣғ͢て学Ϳඞཁ͕͋Δと学ੜにप知͠て
͓͘͜とをਪ͠ていΔɻ·たɺݧࢼに֓೦理ղをみΔ（ਤ 1 のΑ͏ͳ）λイ
プの࣮ࡍにؚめΔΑ͏に͠てɺ学ੜ͕授業தのΞクティブ・ラーχング༻
にਅにऔΓΉڥを͑Δ͜とෆՄܽͰ͋Δとड़ていΔɻ

·͜Ε	のϐΞ・インスτラクγϣンํࣜをಋೖ͢Δにたって教һɺ͜ࡍ࣮
Ͱߦっていた講義͔ΒτϐοクをऔΓग़͠ɺͦΕΒにͮ͘ج ConcepTest 型の
を࡞成͢Δ͜と͕ඞཁとͳΔɻͦのࡍ重ཁͳの͕ɺࢉܭ知ࣝの༗ແを
͏Α͏ͳͰͳ͘ɺํ͑ߟ֓೦理ղを͏λイプののと͠ɺ学ੜた͕ͪ
ࣗୡの͑をޓいにઆ໌͠߹͑ΔΑ͏に͢Δ͜とͰ͋ΔɻτϐοクにΑってద
ͳબࢶを͏ࢥΑ͏にͦΖ͑ΒΕͳい߹ɺࣗ༝هड़と͠て学ੜに͑
をॻいてΒってྑいͩΖ͏ɻͦのதにԿ͔ڞ௨͠てޡޡ認͕ࣝݟΒΕΕ
ͦΕΒを׆༻ͤ͞てΒいͦのޙબࣜܗにόーδϣン・Ξοプͤ͞てい
͘͜とՄͩɻ

Ϛζールࣗɺ学ੜ͔ΒのղをクϦοカーにΑΔूܭにҕͶていΔ͕ɺク
Ϧοカー͕ͳけΕଞにํ法͋Δɻ؆୯ͳと͜ΖͰɺカーυࢴにه߸
൪߸をॻいて͠て͓͖ɺͦΕを͛ܝてࣗの͑をࣔ͠てΒ͏͜とͰ͖
Δɻ͋Δい Nearpod ͳͲのύιίンスϚーτϑΥン༻ιϑτΣΞをར༻
͢Δํ法͋ΔɻNearpod Σブ上Ͱ使͑Δ授業向けιϑτΣΞͰɺύϫー
ϙインτのΑ͏ͳスλイルͰ࡞成͕Ͱ͖Δɻ授業͝とに教һଆͰύιίン
スϚーτϑΥンを༻いて 1 つのηογϣンを։ͤ࢝͞Δとɺ学ੜଆͰログインͰ
͖ΔΑ͏にͳΔみͩɻ教һ͕をબ͢ΔとɺͦΕ͕学ੜଆのデόイスに
ૹΒΕてදࣔ͞ΕΔɻのछྨと͠てબࣜɺࣗ༝هड़のいͣΕՄͰɺख
ॻ͖のイラスτ·ͰؚめΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ
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図 4　ピア・インストラクションの流れ
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4．反転授業（Flipped classroom）

స授業ɺ授業のͰ学ੜをαϙーτ͢Δ׆ಈにΑΓଟ͘のؒ࣌をඅ͠た
い教һのために։ൃ͞Εたख法Ͱ͋Δɻචऀ（KirL）͕୲͠たՊ学จのॻ͖
ಋにてΒΕΔΑ͏にࢦผݸてをライティングのؒ࣌͢ಋの߹ɺ授業ࢦํ
͠たいとい͏ࢥい͔ΒɺҰ࿈のϏデΦ講義を࡞成͢Δにࢸったとい͏経Ң͕͋Δɻ
講義型授業Ͱ͋Δとɺ教͔ࢣΒ࠷͞ΕΔの教ࣨの࠷લྻに࠲って࣭を
͠て͘Δۃめて༏लͳ学ੜͰ͋Δ͜と͕ଟいɻస授業を͏ߦ教һたͪɺ講義
を授業֎にҠ͢͜とͰɺͦのՊͰΑΓαϙーτをඞཁと͢Δ学ੜにΑΓଟ͘の
をඅͤΔΑ͏にͳΔؒ࣌ �1�ɻ

స授業のʮసʯ（q	ip）とɺ授業Ͱ͜͏ߦとと家Ͱ͜͏ߦとをೖΕସ͑Δ
のͰ͋Δ（ਤ 5 نを௨͠て৽ࣜܗর）ɻ౷తͳ教ࣨのͰɺ講義とい͏ࢀ
教͕ࡐ学ੜにఏࣔ͞ΕΔɻ家ఉͰ講義Ͱ学Μͩ͜とを༻いて࿅習にऔΓ
みɺ理Պ学の授業Ͱయ型తにͦ͏Ͱ͋ΔΑ͏にɺࢉܭをղ͘λイプの॓
͕ग़Δ͜とにͳΔɻస授業のܗଶͰɺ学ੜ家ͰϏデΦ講義教Պॻを༻
いて৽ن教ࡐを学習͢Δɻ授業Ͱͦの知ࣝを༻いて࿅習にऔΓΉɻ͜の
͑ߦとͰ͖Δ͕ɺϖΞ・ϫークグループ・ϫークと͠て͜͏ߦಈҰਓͰ׆
ɺݴΘϐΞ・インスτラクγϣンとಉ༷にɺ学ੜڠಇ͠てղ決にた
Δ͜とͰޓいに学ͼ߹͏͜と͕Ͱ͖Δɻڠಇ͠てղ決Ͱ͖ͳい͕͋Εɺ
教һ͕ͦのͰ͔にखॿけを͠ɺٙに͑Δɻస授業の教ࣨに૽ʑ
͕͠͞つ͖のͰɺグループͰ͠߹っていΔ学ੜのؒを教һ͕าいてճってɺ
ͦの࡞業のਐみ۩߹をνΣοク͠たΓɺ	͠߹いにࣖをけたΓɺඞཁ͕͋Ε

図 5　反転授業と従来型の講義形式授業の比較
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ϑィーυόοク͠たΓ͢Δɻ
స授業をಋೖ͢Δに͋たってɺ授業ͰѻっていたதͰԿを授業֎にҠࡍ࣮

͠ɺΘΓにͲΜͳ׆ಈを授業ؒ࣌に͔͏ߦのஅ͕ඞཁとͳΔɻ௨ৗ講義
を授業֎にҠ͠ɺͦの༰を教ՊॻϏデΦ講義にΑΓ学習͠てΒいɺ授業
たΓԠ༻͠たΓ͢ΔΑ͏ͳ՝ɺとΓΘけ͠༺׆લ学習Ͱಘた知ࣝをࣄɺؒ࣌
ͦのͰクラスϝーτ教һ͔ΒखॿけϑィーυόοクをಘΒΕΔ͜とͰղ決
Ͱ͖ΔΑ͏ͳɺқのߴい՝にऔΓΜͰΒ͏と͢Δɻଟ͘の߹ɺ授
業׆ಈ͓ͦΒ͘をղ͘͜と͕த心にͳΔͰ͋Ζ͏͔Βɺ͜͏͠たを
ղ͘՝に͓いてɺؒ ִ学習ަޓ࿅習のݪଇをऔΓೖΕΔ͜と͕ՄͰ͋Δɻ
స授業のクラスͰɺ教ࣨをճって学ੜのグループ学習をखॿけͰ͖ΔΑ͏
教һ͕ͦのͰԠ͡Δඞཁ͕͋Δためɺ学ੜの͋·Γଟ͘ͳい授業にऔΓೖΕ
қいͰ͋Ζ͏ɻ

స授業のಋೖॳɺ͠学習༰を教ՊॻͰ͢て·͔ͳってΒ͏のͰͳ
いとͳΔとɺ࠷େมͰؒ࣌をཁ͢Δの͕ϏデΦ教ࡐの࡞成Ͱ͋Δɻํ法と͠て
ɺ͜ Ε·Ͱ授業ͰߦͳっていたΑ͏ͳ講義を୯純にը͢Δํ法͋Δの͕ͩɺ
学ੜ͕Ήのτϐοクを 1 つにߜっためののͰ͋Δɻ·た Camtasia ͳͲ
のιϑτΣΞを༻いΕスクϦーンΩϟスτ（ύιίンը໘のը）を࡞成͢
Δ͜と͕Ͱ͖ɺύϫーϙインτのスライυをө͠たύιίンը໘のಈըにԻ
をԻ͠てɺ:ouTuCe ͳͲのಈըαイτにϏデΦ教ࡐと͠てΞοプローυͰ͖
ΔɻスクϦーンΩϟスτにͪΐっと͠たΞχϝーγϣンをՃ͑Εɺैདྷ型講義
ΑΓ͔Γ͘͢ίンύクτͰ·と·ったϏデΦにͳΔɻとい͏の講義Ͱ
教һ൘ॻにؒ࣌をऔΒΕɺ൘ॻ͠ͳ͕Βૉૣ͘ଞの֮ࢹ教ࡐを͋Ε͜ΕΓସ
͑て使͏༁にい͔ͳい͔ΒͰ͋Δɻචऀ（KirL）の経ݧͰɺ授業ͩとઆ໌に
3�ཁ͢Δ༰をɺスクϦーンΩϟスτͳΒ1�にऩめΔ͜と͕Ͱ͖ΔɻՃ͑てɺ
ϏデΦ教ࡐͰ͋Ε学ੜΑ͘理ղͰ͖ͳ͔った༰を܁Γฦ͠てฉいたΓɺޙ
෮習͠たい߹にݟ͠たΓ͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ࣮ࡍଟ͘の学ੜ͕ͦ͏͠たར༻
ํ法を༻いていΔ͜と͕ใ͞ࠂΕていΔ 13ɻϏデΦ教ࡐにٻめΒΕΔのɺͦΕ
͕௨ৗ講義のըϏデΦにͤΑɺスクϦーンΩϟスτにͤΑɺͦのग़དྷө͑のク
ΦϦティͰ͋ΔɻスλンϑΥーυେ学ϝディカル・スクールのྫࣄͰɺϕスτ
とධ͞ΕたϏデΦ教授ਞの࡞にΑΔのͰͳ͘ɺΉ͠Ζ学ੜた͕ͪࣗ࡞ （͠教
授にΑΔνΣοクをडけ）たいのͰ͋ったとい͏ɻ
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5．授業への事前準備の指示

લड़͠たࡾつのख法いͣΕɺ学ੜ͕教ՊॻϏデΦ教ࡐにΑΓࣄલ学習͢
Δ͜と͕લఏとͳっていΔɻͦΕ授業をޮ果తͳのと͢ΔためにෆՄܽͰ͋
Δ͕ɺ࠷ॳ͋͠͞ΔͩΖ͏ɻ学ੜとɺѱ໊͘ߴ授業の༧習を͠ͳい
のͰ͋Δ͠ɺస授業ະ経ݧの学ੜͰ͋ΕɺϏデΦをݟていͳけΕ授業につ
いていけͳいと͔ͮؾͳい͔͠ΕͳいɻҰൠతにैདྷ型の講義ࣜܗ授業Ͱɺ
学ੜ͕༧習ͳ͠に授業にྟΜͰԿΒෆརӹをඃΔ͜とͳ͘ɺ講義Ͱ教Պॻと
ಉ͡༰͕ѻΘΕΔͳΒɺͦΕ༧習ͳΓ講義ͳΓを͞΅Δ͖っ͔けを࡞ってい
Δとい͏のͰ͋ΔɻΞクティブ・ラーχング型授業Ͱɺ授業Ͱ͏ߦのࣄલ
学習Ͱಘた知ࣝをਂめたΓݻڧͳのに͠たΓ͢Δための׆ಈͰ͋ΔのͰɺ学ੜ
ଆいったΜ͜の授業ܗଶを理ղ͠たͳΒɺͦΕ͕͖Θめて༗༻ͳํࣜͰ͋Δと
認ࣝ͠て͘ΕΔ͜とͰ͋Ζ͏ɻけΕͲ͜ΕΒのख法ޓいに教͑߹͏͜と͕લ
ఏとͳっていΔのͰɺ学ੜଆにࣄલ४උ͕ͳいとɺ授業Ͱの׆ಈٸブϨーΩ͕
͔けΒΕた͔の͘ػఀࢭのࣄଶとͳって͠·͏ɻ

っとखܰにࣄલ学習へのಈͮػけを͢ΔͳΒɺ教ࡐにؔ͢ΔԿΒ͔のখテ
スτを授業લのஈ֊Ͱ࣮͠ࢪて͓͘とい͏ํ法͕͋Δɻ͜のํ法Ͱ͋Ε学習ࢧ
ԉγステム（Learning	Management	System�	LMS）を༻いてΦンライン上Ͱ༰
қに࣮ࢪͰ͖ΔɻখテスτγンプルͳબͰྑい͠ɺいهड़Ͱ
ྑいͩΖ͏͕ɺࣄલ学習のϦーディングϏデΦࢹௌをࡁ·ͤていͳいとղͰ
͖ͳいΑ͏ͳをઃఆ͢Δ͜と͕重ཁͩɻখテスτをडけていͳいと授業への
って͓͘とޮ果తͰ͋Δɻ࡞Ճを認めͳいとい͏ルールをࢀ

͜のΦンライン型খテスτɺࣄલ学習をࡁ·ͤた͔を֬認͢Δためͩけに࣮
てྑいの͕ͩɺ͜のখテスτを༻いてɺ学ੜ͕Ͳ͏いったと͜Ζに͠͞͠ࢪ
を͡ײていΔの͔をۃݟめΔΑ͏に͢Δ͜とͰ͖ΔɻͦのためのҰつのख法と
͠てɺ理学教授のイーブζ・Ξラーδϡ（Ives	ArauKo） 1�ɺຖճಡΜͰ
͓͘Α͏ࢦఆ͠たൣғについてࡾつのをΦンラインখテスτにؚめていΔと
い͏ɻͦの � ༰理ղを͏のͰɺ学ੜબࣜに͑つつͳͥͦ
のબࢶをબͿの͔理༝をड़Δ͜と͕ٻめΒΕΔɻࡾつのいશൠతͳҙ
をਘͶΔのに͠てɺ͔Γに͘いと͜ΖฆΒΘ͠いと͜Ζͳい͔ɺײ・ݟ
·たԿ͔࣭ͳい͔ͳͲをॻいてΒ͏ɻ学ੜにࣄલ学習をͤྃ͞Δಈͮػ
けと͢Δためにɺࣄલখテスτ࠷ऴ成のதͰ૬Ԡのׂ߹（Ұྫと͠て 15
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ʙ 3�ˋ）をめΔΑ͏に͖͢Ͱ͋ΔɻΞラーδϡのྫࣄͰɺ学ੜのଟ͘
͕ʮ学ظதにൣғをษͤ͟ڧΔをಘͳ͔ったのͰɺ࠷ऴݧࢼલにͳって٧めࠐ
みษڧを͢Δඞཁを͡ײͳ͔った	ʯとड़ていΔɻ

授業にઌཱって͜のΑ͏ͳ࣭を学ੜに͔͛けΔ͜とͰɺ学ੜ͕Ͳ͜·Ͱ理
ղͰ͖て͓ΓͲ͜Ͱつ·ͣいていΔの͔を教һۃݟめΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ͜Ε
δϟスτ・イン・λイム・ティーνング（Just	in	Time	Teaching	JiTT）とݺ

図 6　ジャスト・イン・タイム・ティーチングの流れ
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ΕΔ教授法Ͱɺଟ͘の߹ϐΞ・インスτラクγϣンとみ߹Θͤて༻いΒΕΔ
ํࣜͰ͋Δ（ਤ � র）ɻ͜のख法Ͱɺ学ੜΦンライン・テスτを授業ΑΓࢀ
ेલって（ྫ͑授業։࢝の 1� ٻલ·Ͱに）ऴྃͤ͞て͓͘͜と͕ؒ࣌
めΒΕΔɻͦΕにΑΓ教һ学ੜのղをݟた上Ͱɺ学ੜのつ·͖ͣにରԠͰ͖
ΔΑ͏に（ϛχ・Ϩクνϟー༻のτϐοクを決めたΓ ConcepTest をબΜͩΓ͠
て）授業のܭըを࿅Δのにͪΐ͏Ͳेͳͩけのؒ࣌を࣋てΔΑ͏にͳΔɻ

6．その他の留意点

Ξクティブ・ラーχングಋೖのࡍにɺ学ੜにい͔にࣄલ学習をͤ͞Δ͔とい
͏Ҏ֎にɺい͘つ͔ಥ͖たΔ͜とのଟい͕͋ΔɻҎԼにͦΕΒを·と
めつつɺ߹Θͤてղ決ࡦ紹介͠たいɻ

·ͣɺ学ੜのଟ͘Ξクティブ・ラーχング型授業をະ経ݧͰ͋Δ͜と͕ڍ
͛ΒΕΔɻΏ͑に学ੜたͪɺैདྷ型のɺडಈతͳ講義ࣜܗをఆ͠ていΔͰ͋
Ζ͏͠ɺ׳Εͳい授業ࣜܗにށ͏͔͠ΕͳいɻΑってస授業の࣮ફྫࣄͰ
ఏএ͞ΕていΔΑ͏にɺ࠷ॳのճの授業Ͱ学ੜたͪを܇࿅͠ɺ৽͠い授業ํࣜ
のݪ理をղઆ͠て͓͘͜と͖Θめて重ཁͰ͋Δ �13ɻචऀ（KirL）の߹
స授業の܇࿅と͠てɺ家ͰͲ͏い͏͜とを͖͔͢ɺ授業ͰͲ͏いった͜と
を͢Δの͔をɺॳճの授業ͰいγϛϡϨーγϣンをମ͠ݧてΒ͏Α͏に͠て
いΔɻϚζールのߟ 1 Ͱɺ学ੜにର͠։講ؒظを௨͠てҰఆؒ͝ظとに授業
ํࣜのݪ理を再֬ࡾ認͢Δ͜と͕ඞཁͩとड़ΒΕていΔɻ·たઌにड़たΑ
͏にɺ授業Ͱ͏ߦΞクティブ・ラーχング׆ಈを࠷ऴ成にөͤ͞ͳいͰ͓
͘とɺΞクティブ・ラーχングの෦を֚ܗԽ͠て͠·͏のͰ決͠てͦ͏ͳΒͳ
いΑ͏に͢Δ͜と͕重ཁͰ͋Δɻ教ՊॻϏデΦにΑΔࣄલ学習へのখテスτ
成શମにؚめΕྑい͠ɺ࠷ऴݧࢼに ConcepTest 型のઃؚめΔ
͖Ͱ͋Δɻ

ೋつと͠てɺ教һのଆ授業のͰ͜ىΔ͜と͢てをίンτロールͰ͖
ͳ͘ͳΔ͜とをडけೖΕΔඞཁ͕͋ΔɻϐΞ・インスτラクγϣンస授業の
授業தに͜͏ߦとɺ学ੜ͕ղ決Ͱ͖ͳ͔ったにରॲ͢Δ͜とͰ͋Γɺ教һ
ͦ͜Ͱ学ੜのχーζにԠ͑てඞཁͳΒগʑ講義を͠てղઆ͠ɺٯにඞཁ͕ͳけ
Ε講義をߦΘͳいとい͏அを͢Δ͜と͕ඞཁͰ͋Δɻ͞Βにɺస授業Ͱ
೦理ղのテスτɺ֓͏ߦಈɺϐΞ・インスτラクγϣン授業Ͱ׆授業͏ߦ
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·た講義型授業Ͱ࣮͢ࢪΔ֬認テスτͰ͑͞ɺ૬Ԡのؒ࣌をඞཁと͢ΔのͰɺ
ࣗͣとͦΕ·Ͱの講義ࣜܗ授業Ͱѻっていた༰͢てを講義͢Δ͜とͰ͖ͳ
͘ͳΔɻ͜Ε学習߲ࣄの͏ͪқ͠いの学ੜ͕ࣗͰରॲ͖͢Ͱ͋Δ͜と
をҙຯ͢ΔのͰ͋Γɺ·た͜の࣮ࣄを学ੜにపఈ͢Δඞཁ͕͋Δɻ͜ΕΒのΞク
ティブ・ラーχング型の授業ܗଶͰɺ講義とい͏の学ੜのࣄલ学習Ͱのٙ
に向けて͏ߦのͰ͋Γɺ習ಘ͖͢༰をཏతにୡ͢ΔためののͰ
ͳいのͰ͋Δɻ

ଘの教ࣨେํの߹ɺΞクティブ・ラーχング型授業向けطつと͠てɺࡾ
にデザイン͞ΕたのͰͳいとい͏͕͋ΔɻՄಈࣜのصを༻いΕɺグルー
プ・ϫークͰ૬ஊ͠߹ったΓɺ͠ྗڠてをղいたΓ͢Δのに༗༻Ͱ͋ΔɻҰ
クラス͋たΓのਓؔ͠て͘Δɻస授業௨ৗɺ学ੜの༷ࢠを教һ͕ݟて
ճΔのͰɺਓの͋·Γଟ͘ͳい授業Ͱޮ果をൃ͢ΔɻϐΞ・インスτラクγϣ
ンਓのଟいクラスにదԠՄͰɺͦの߹い͘つ͔のグループをݟて
ճって学ੜ͕ޡったํ͑ߟを͠ていͳい͔༷ࢠをつ͔ΉΑ͏に͢Δɻ

つと͠てɺ͓ͦΒ͘͜Ε͕っと重ཁͰ͋Δの͕ͩɺΞクティブ・ラー࢛
χング型授業をಋೖ͠Α͏と͢Δࡍにɺ࠷ॳ͔Βスムーζにい͘のͰͳい
とい͏͜とをఆ͠て͓͘͜とͩɻྑを࡞成Ͱ͖たとࢥっていたと͜Ζ͕ɺ͔
ͳΓのम正͕ඞཁͩったとい͏͜と͋ΓಘΔɻ

BennettΒ࣍のΑ͏にड़ていΔɻʮ༷ʑͳํ法Ͱస授業のモデルを࣮ફ͢
ΔऀたͪɺৗにͦΕにର͠ඍௐɺम正ɺ٫غɺՃの࡞業をߦいͳ͕Βɺͦ
のモデル͕ڙࢠୡにޮ果తͰ͋Δ͔Ͳ͏͔をഽͰ͡ײΔ͜とを௨͡てվྑ͠Α͏
と͠ていΔɻͦΕʰ͋ͳたの講義をҰը͠て͓͖ͳ͞いʱͦ͏͢ΕͦΕ
Ͱ͓͠·いͰ͢Αɺとい͏͜とͰͳいɻస授業ɺతͳࢦಋɺ࣮ ફ࿅習ɺ
ͼ૯ׅతධՁɺͦ͠てͦΕҎ֎のཁૉଟؚ͘Ήแׅతͳ教育モデルのٴ成తܗ
Ұ෦ͳのͩɻͦΕを௨͠て教ࢣɺڙࢠたͪに学ͼ͕ੜ·ΕていΔ͔ɺද໘上࣌
ؒをຒめΔͩけͰͳͦ͘のԠ༻をଅ͢Α͏ͳ࣭ྗັ͘ߴతͳ学習ػձをΓग़ͤ
ていΔ͔と͏ていΔのͩʯ1�ɻ

7．おわりに

͜ΕΒのΞクティブ・ラーχング型授業のख法とい͏のɺ࠷ॳޙؾΕ͠て
͠·͏͔͠Εͳい͕ɺগͣ͠つɺྫ͑ ConcepTest 型のをい͘つ͔の授
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業にՃ͑たΓɺϏデΦ講義をい͘つ͔࡞ってみたΓɺとい͏Α͏にஈ֊をって
औΓೖΕてい͘͜と͕Ͱ͖Δɻখ͞ͳステοプ͝とにਐめΔ͜とͰɺ͔͕ؒ࣌
͔って͠·いͦ͏ͳखଓ͖ਐめ͘͢ͳΔɻいったΜҰつの学ظを࡞成͠て
͠·͑ͦの教ࡐ࣍׆༻Ͱ͖ΔのͰɺ࠷ॳの࡞成࠷͕࣌ؒ࣌తにେม
Ͱ͋Δと͑ݴΔͩΖ͏ɻ͔͠͠ͳ͕Β͜のख法学ੜのみͳΒͣ学ߍに成果
をたΒ͢Մੑ͕͋ΔɻτΡーロ・カϨοδ・ΦステΦύγーҩՊେ学（The	
Touro	College	of	Osteopathic	MedicineɺถࠃχϡーϤークभ）Ͱ ��1� にશ
教Պをస授業へとม͠ɺͦのޙ重ཁͳݧࢼ֨ࢿの߹֨を �5ˋにҾ͖上͛
たの͕ͩɺ͜ΕΞϝϦカશのฏۉを上ճΔのͰ͋Δ 5ɻͦ͠てޙ࠷にɺΞ
クティブ・ラーχング型授業学習成果を向上ͤ͞ɺษڧのۤखͳ学ੜにऔΓ
み͢いとい͏ͩけͰͳ͘ɺͦのΓํをڵຯਂ͘༗ӹͳのͰ͋ΔととΒ͑
Δ学ੜ͔Β࣋ࢧをಘɺ·た࣮͢ࢪΔ教һ͔Β·ΕていΔ 1ɻ

͜ΕΒのख法をಋೖ͢Δ上Ͱɺஈ֊をってਐめΔ͜とҎ֎のཹҙと͠てɺ	
にରॲ͠৽ํ͕ࣜスムーζにӡͿΑ͏に͢Δ·Ͱにز͔͢ߦࢼΔඞཁ
ੑ͕ੜ͡ΔͰ͋Ζ͏とい͏͜と͕͋Δɻ教ࡐを࠷ॳに༻いΔࡍにɺఆ͠たΑ͏
にػ͠ͳい͜と͋ΔͩΖ͏ɻϏデΦ講義にԻをԻ͢͠ඞཁ͕ੜ͡Δ
͜と͋ΔͩΖ͏ɻ͜ Εࣗવͳ͜とͰɺͦ ͏い͏͜と͜ىΔのͰ教ࡐঃʑ
վྑ͞Εてい͘のͰ͋Δと認ࣝ͠ていΕɺ教һのଆෛ୲にͣ͡ײにࡁΉͰ
͋Ζ͏ɻ学ੜのଆにɺ͜͏͠た৽͘͠ෆ׳Εͳํ法についてઆ໌͕ͳ͞ΕΔ
͜と͕େࣄͰ͋Δとい͏͜と೦಄にஔ͖͘Ͱ͋Δɻ͜ΕΒॳظஈ֊のେม͞
͕介に͑ࢥΔ向͖͋Ζ͏͕ɺ学ੜにとっての学習成果を͏ࢥとɺΓߕ൹
ͻと͓͠Ͱ͋Δɻ
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投稿規定

1�	 ຊࢽڀݚ成果のൃදをతと͢Δɻ
��	 ߘຊ学ૅجՊ学෦にॴଐ͢Δઐ教һにݶΔɻ
	 たͩ͠ɺฤूҕһձ͕認めた߹͜のݶΓͰͳいɻ
3�	 චのखҾ͖ʯにࣥߘݪߘʮࡋΓɺͦのମݶにະൃදののにࢽଞߘݪ

ΑΔのと͢Δɻ
��	 教育・ࠂใڀݚ・ϊーτڀݚ・にɺͦのछผ（จ・૯આ・ղઆ࣌ఏग़ߘݪ

ϊーτ・教育ใࠂ・༁・ॻධͳͲ）を໌͠هɺԤจλイτルをつけΔɻ
	 ͳ͓छผの৹ࠪ決ఆฤूҕһձ͕͏ߦɻ
5�	 正ߍ � ɻ͏ߦのに͓いてऀߘͰを·ߍ
��	 ຕ੍ݶͳͲを͢Δ߹͕͋Δɻ
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